
論文の割合が高い上位5分野

Japan:
8.0%

九州大学

日本平均

※ 円グラフは、2018年から2022年の間に九州大学所属の研究者
　  によって出された論文のScopusジャーナル分野別割合を示す。

Kyushu University:
10.6%

Japan:
32.6%

Kyushu University:
36.1%

Japan:
25.2%

Kyushu University:
31.7%

Japan:
7.0%

Kyushu University:
8.1%

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

  FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

論文指標の抽出条件

 文献タイプ ： Articles and reviews、ジャーナル評価指標 ： CiteScore Percentile、自己引用 ： 含む、分野補正 ： TOP10%補正論文 有 ； 国際共著論文 無

論文数 著者数 FWCI （※1）

被引用数 一論文当たりの被引用数

生化学・遺伝学・分子生物学

医学

物理学・天文学

材料科学

工学

トップ10％ジャーナル
掲載論文

国際共著論文 産学共著論文

トップ10％補正論文

９． 研究９． 研究
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出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年・同じ分野・同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。
FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

論文指標の抽出条件
文献タイプ：Articles and reviews、ジャーナル評価指標：CiteScore Percentile 、自己引用：含む、分野補正：TOP10%補正論文 有；国際共著論文 無

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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◆九州大学◆

（※1） FWCI （Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） RU11（学術研究懇談会）

 国立 ・ 私立大学の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、

大阪大、九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

９－２． 論文の量と質についての比較
■論文数及びFWCIの推移

◆RU11（※2）での比較◆

【Scholarly Output（論文数）】

順位順位 大学名大学名 論文数論文数

1 東京大 53,810

2 京都大 37,058

3 大阪大 29,270

4 東北大 28,228

5 名古屋大 22,127

66 九州大九州大 21,86021,860

7 北海道大 20,909

8 筑波大 16,147

9 東京工業大 14,684

10 慶應義塾大 14,587

11 早稲田大 9,356

（2018～2022）

【Citation Count（被引用数）】

順位順位 大学名大学名 被引用数被引用数
論文あたりの論文あたりの
平均被引用数平均被引用数

1 東京大 871,975 16.2

2 京都大 565,250 15.3

3 大阪大 386,849 13.2

4 東北大 363,963 12.9

5 名古屋大 304,763 13.8

66 九州大九州大 292,384 292,384 13.413.4

7 北海道大 262,773 12.6

8 筑波大 231,531 14.3

9 東京工業大 197,227 13.4

10 慶應義塾大 191,109 13.1

11 早稲田大 111,230 11.9

（2018～2022）

【FWCI（論文のインパクト）】

順位順位 大学名大学名 FWCIFWCI

1 東京大 1.33

2 筑波大 1.25

3 京都大 1.23

4 慶應義塾大 1.19

5 名古屋大 1.18

66 九州大九州大 1.131.13

7 早稲田大 1.12

8 大阪大 1.10

9 東北大 1.07

10 北海道大 1.05

10 東京工業大 1.05

（2018～2022）
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◆九州大学◆

（※1） FWCI （Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） RU11（学術研究懇談会）

 国立 ・ 私立大学の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、

大阪大、九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

９－２． 論文の量と質についての比較
■論文数及びFWCIの推移

◆RU11（※2）での比較◆

【Scholarly Output（論文数）】

順位順位 大学名大学名 論文数論文数

1 東京大 53,810

2 京都大 37,058

3 大阪大 29,270

4 東北大 28,228

5 名古屋大 22,127

66 九州大九州大 21,86021,860

7 北海道大 20,909

8 筑波大 16,147

9 東京工業大 14,684

10 慶應義塾大 14,587

11 早稲田大 9,356

（2018～2022）

【Citation Count（被引用数）】

順位順位 大学名大学名 被引用数被引用数
論文あたりの論文あたりの
平均被引用数平均被引用数

1 東京大 871,975 16.2

2 京都大 565,250 15.3

3 大阪大 386,849 13.2

4 東北大 363,963 12.9

5 名古屋大 304,763 13.8

66 九州大九州大 292,384 292,384 13.413.4

7 北海道大 262,773 12.6

8 筑波大 231,531 14.3

9 東京工業大 197,227 13.4

10 慶應義塾大 191,109 13.1

11 早稲田大 111,230 11.9

（2018～2022）

【FWCI（論文のインパクト）】

順位順位 大学名大学名 FWCIFWCI

1 東京大 1.33

2 筑波大 1.25

3 京都大 1.23

4 慶應義塾大 1.19

5 名古屋大 1.18

66 九州大九州大 1.131.13

7 早稲田大 1.12

8 大阪大 1.10

9 東北大 1.07

10 北海道大 1.05

10 東京工業大 1.05

（2018～2022）
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1

論文指標の抽出条件

出典 : Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

数学

工学

ー ・パートン・
9.661

九州大学の論文数 315、 15.03%
九州大学の被引用数 13 993、 1.58%

・ 展・
9.220

九州大学の論文数 121、 .38%
九州大学の被引用数 1 918、 .24%

イト ・
・ ムア ン

9.998
九州大学の論文数 65、
0.22%
九州大学の被引用数 1 602、被引用数

.18%

・ ・ シ ム
9.410

九州大学の論文数 82、 .85%
九州大学の被引用数 1 736、 .53%

・ ム コ ート・プ ト
ン

9.329
九州大学の論文数 36、 .00%
九州大学の被引用数 516、 .65%

・大 ・
9.845

九州大学の論文数 45、
0.65%
九州大学の被引用数 891、被引用数

.85%

シ ・ ・
ErbB-1

9.721
九州大学の論文数 50、論文数

.97%
九州大学の被引用数 1 052、被

1.35%

・ ム
・

9.993
九州大学の論文数 146、論文数

.58%
九州大学の被引用数 2 921、被

.42%

(OLED)・1H- ント (9 10-d)
イ ー ・ クト ン

9.859
九州大学の論文数 141、 .25%
九州大学の被引用数 6 081、 .15%

・ ・
学的

9.976
九州大学の論文数 45、
0.68%
九州大学の被引用数 2 802、被引用数

1.08%

研究

140 KYUSHU UNIVERSITY FACT BOOK 2023

況
状
得
取
位
学

況
状
学
入

況
状
願
志

数
生
学

等
数
員
職
教

職
就
・
路
進

況
状

等
験
試
格
資

況
状
格
合

研
　

国

究

　

出
支
・
入
収

院
病
属
附

携
連
官
学
産

際

び
及
ム
ラ
グ
ロ
プ
究
研

況
状
択
採
の
ム
ラ
グ
ロ
プ
育
教

学
大
他
・
要
概

較
比
の
と

研
　
究

（注目度）

◆見方◆
・外側の円周：Scopusで用いられている研究分野（ASJCの27中分類）を色別に表示。
・小さい円：各トピック。
・小さい円の大きさ：各トピックを構成する論文の数を表す。
・小さい円の色：トピックを構成する論文の分野のうち、割合が最も大きい分野を円周上の分野の色で示したもの。
・小さい円の位置：トピックを構成する論文の分野の割合に基づいて配置されている。学際的なものは中心に位置する傾向にある。

プロミネンス上位1%のトピック （2019-2023）

ハドロン複合粒子・
レプトン素粒子・
標準模型(T.805)
プロミネンス値 99.210
九州大学の論文数 284、
論文数シェア率 17.33%
九州大学の被引用数 8,814、
被引用数シェア率 41.66%

マイクロプラスチック・水質汚染物質・
環境モニタリング(T.8)
プロミネンス値 100. 0
九州大学の論文数 36、論文数シェア率 0.24%
九州大学の被引用数 1,055、被引用数シェア率 0.18%

焼結・結晶粒界・
バリウム (T.1744)
プロミネンス値 99.314
九州大学の論文数 48、
論文数シェア率3.66%
九州大学の被引用数 855、
被引用数シェア率 3.61%

リチウム分子・イオン伝導性・固体電
解質(T.1284)
プロミネンス値 99.964
九州大学の論文数 38、論文数シェア率 0.85%
九州大学の被引用数 901、被引用数シェア率 0.64%

上皮成長因子受容体・
非小細胞肺癌(T.555)
プロミネンス値 99.545
九州大学の論文数 50、
論文数シェア率 1.37%
九州大学の被引用数 1,129、
被引用数シェア率 2.16%

学際的
研究

コンピュータ科学
数学
物理学・天文学
化学
化学工学
材料科学
工学

エネルギー科学
環境科学
地球科学・惑星学
農学及び生物科学
生化学・遺伝学・分子生物学
免疫学・微生物学
獣医学

医学
薬理学・毒性学・薬学
健康衛生学
看護学
歯科学
神経科学
人文学

心理学
社会科学
ビジネス・経営学・会計学
経済学・計量経済学・金融
意思決定科学
学際分野

①
②

④

⑤

⑥⑦

⑩

出典： Elsevier社「SciVal Topic Prominence」（2024年9月現在）、Elsevier社 Webサイト（https://www.elsevier.com/ja-jp/products/scival/overview/topics）

ゲノムワイド関連解析・
遺伝的素因・精神障害
(T.4055)
プロミネンス値 99.880
九州大学の論文数 33、
論文数シェア率 0.95%
九州大学の被引用数 2,834、
被引用数シェア率 3.16%

免疫療法・非小細胞肺
癌・免疫チェックポイント
阻害剤(T.31)
プロミネンス値 99.905
九州大学の論文数 62、
論文数シェア率 0.75%
九州大学の被引用数 1,320、
被引用数シェア率 0.69%

⑧

⑨

論文指標の抽出条件
文献タイプ：Articles and reviews、自己引用：含む

遅延蛍光・青色OLED(T.617)
プロミネンス値 99.865
九州大学の論文数 119、論文数シェア率 2.98%
九州大学の被引用数 6,054、被引用数シェア率 7.34%

水素脆化・結晶粒界・ひずみ速度(T.367)
プロミネンス値 99.332
九州大学の論文数 90、論文数シェア率 4.21%
九州大学の被引用数 1,752、被引用数シェア率 6.78%

③

①～⑩はプロミネンス上位1%のトピックの内、論文数の多い上位10トピック

これらのトピックは本学の論文数が多く、本学の中でも活発な研究分野と言える。

ナノ粒子・ガスセンサ・
酸化亜鉛(T.15)
プロミネンス値 99. 922
九州大学の論文数 36、

論文数シェア率 0.60%
九州大学の被引用数 983、
被引用数シェア率0.69%

◆トピックのプロミネンスについて◆
Scopusの文献を引用リンクに基づいて約94,000のトピックおよび約1,500のトピッククラスタにクラスタリングし、Prominenceによってランク付けされている。
Prominenceは、直近の文献の被引用数、Scopus表示回数、CiteScoreを見ることによってトピックの現在の勢い、注目度を示す。最も高いProminence
パーセンタイルは100である。Prominenceは、助成金と相関関係があり、研究者や管理者が助成金が増える可能性が高いトピックを特定するのを支援す
る。2019年から2023年の間に出版された九州大学の論文のうち、8,348の研究分野が注目度の高いトピックとして出現している。
また、トピックのプロミネンスは、3つの指標「①n年とn-1年に発表された文献に対するn年の被引用数、②n年とn-1年に発表された文献に対するn年の
Scopus表示回数、③n年の平均CiteScore」を組み合わせて計算することで、トピックの勢いを示している。
※2024年5月に「次世代SciValトピック」が導入されたことに伴い、トピックセットが更新されたため、旧世代による過去の「Fact Book」データの単純比較が
できないことに留意。
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論文数及びFWCI（※1）（2013年～2022年）

◆九州大学◆

（※1） FWCI （Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） RU11（学術研究懇談会）

 国立 ・ 私立大学の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、

大阪大、九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

９－２． 論文の量と質についての比較
■論文数及びFWCIの推移

◆RU11（※2）での比較◆

【Scholarly Output（論文数）】

順位順位 大学名大学名 論文数論文数

1 東京大 53,810

2 京都大 37,058

3 大阪大 29,270

4 東北大 28,228

5 名古屋大 22,127

66 九州大九州大 21,86021,860

7 北海道大 20,909

8 筑波大 16,147

9 東京工業大 14,684

10 慶應義塾大 14,587

11 早稲田大 9,356

（2018～2022）

【Citation Count（被引用数）】

順位順位 大学名大学名 被引用数被引用数
論文あたりの論文あたりの
平均被引用数平均被引用数

1 東京大 871,975 16.2

2 京都大 565,250 15.3

3 大阪大 386,849 13.2

4 東北大 363,963 12.9

5 名古屋大 304,763 13.8

66 九州大九州大 292,384 292,384 13.413.4

7 北海道大 262,773 12.6

8 筑波大 231,531 14.3

9 東京工業大 197,227 13.4

10 慶應義塾大 191,109 13.1

11 早稲田大 111,230 11.9

（2018～2022）

【FWCI（論文のインパクト）】

順位順位 大学名大学名 FWCIFWCI

1 東京大 1.33

2 筑波大 1.25

3 京都大 1.23

4 慶應義塾大 1.19

5 名古屋大 1.18

66 九州大九州大 1.131.13

7 早稲田大 1.12

8 大阪大 1.10

9 東北大 1.07

10 北海道大 1.05

10 東京工業大 1.05

（2018～2022）
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論
文

数

出版年

論文数及びFWCI（※1）（2013年～2022年）

◆九州大学◆

（※1） FWCI （Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） RU11（学術研究懇談会）

 国立 ・ 私立大学の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、

大阪大、九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

９－２． 論文の量と質についての比較
■論文数及びFWCIの推移

◆RU11（※2）での比較◆

【Scholarly Output（論文数）】

順位順位 大学名大学名 論文数論文数

1 東京大 53,810

2 京都大 37,058

3 大阪大 29,270

4 東北大 28,228

5 名古屋大 22,127

66 九州大九州大 21,86021,860

7 北海道大 20,909

8 筑波大 16,147

9 東京工業大 14,684

10 慶應義塾大 14,587

11 早稲田大 9,356

（2018～2022）

【Citation Count（被引用数）】

順位順位 大学名大学名 被引用数被引用数
論文あたりの論文あたりの
平均被引用数平均被引用数

1 東京大 871,975 16.2

2 京都大 565,250 15.3

3 大阪大 386,849 13.2

4 東北大 363,963 12.9

5 名古屋大 304,763 13.8

66 九州大九州大 292,384 292,384 13.413.4

7 北海道大 262,773 12.6

8 筑波大 231,531 14.3

9 東京工業大 197,227 13.4

10 慶應義塾大 191,109 13.1

11 早稲田大 111,230 11.9

（2018～2022）

【FWCI（論文のインパクト）】

順位順位 大学名大学名 FWCIFWCI

1 東京大 1.33

2 筑波大 1.25

3 京都大 1.23

4 慶應義塾大 1.19

5 名古屋大 1.18

66 九州大九州大 1.131.13

7 早稲田大 1.12

8 大阪大 1.10

9 東北大 1.07

10 北海道大 1.05

10 東京工業大 1.05

（2018～2022）
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1

論文指標の抽出条件

出典 : Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

数学

工学

ー ・パートン・
9.661

九州大学の論文数 315、 15.03%
九州大学の被引用数 13 993、 1.58%

・ 展・
9.220

九州大学の論文数 121、 .38%
九州大学の被引用数 1 918、 .24%

イト ・
・ ムア ン

9.998
九州大学の論文数 65、
0.22%
九州大学の被引用数 1 602、被引用数

.18%

・ ・ シ ム
9.410

九州大学の論文数 82、 .85%
九州大学の被引用数 1 736、 .53%

・ ム コ ート・プ ト
ン

9.329
九州大学の論文数 36、 .00%
九州大学の被引用数 516、 .65%

・大 ・
9.845

九州大学の論文数 45、
0.65%
九州大学の被引用数 891、被引用数

.85%

シ ・ ・
ErbB-1

9.721
九州大学の論文数 50、論文数

.97%
九州大学の被引用数 1 052、被

1.35%

・ ム
・

9.993
九州大学の論文数 146、論文数

.58%
九州大学の被引用数 2 921、被

.42%

(OLED)・1H- ント (9 10-d)
イ ー ・ クト ン

9.859
九州大学の論文数 141、 .25%
九州大学の被引用数 6 081、 .15%

・ ・
学的

9.976
九州大学の論文数 45、
0.68%
九州大学の被引用数 2 802、被引用数

1.08%

研究
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（注目度）

順位 大学名 論文数

1 東京大 54,865

2 京都大 37,270

3 大阪大 30,046

4 東北大 28,703

5 名古屋大 22,588

6 九州大 22,140

7 北海道大 21,414

8 筑波大 16,816

9 慶應義塾大 15,102

10 東京工業大 14,746

11 早稲田大 9,719

（2019 ～ 2023）

順位 大学名 被引用数
論文あたりの
平均被引用数

1 東京大 946,518 17.3 

2 京都大 564,318 15.1 

3 大阪大 425,825 14.2 

4 東北大 383,843 13.4 

5 名古屋大 325,293 14.4 

6 九州大 316,627 14.3 

7 北海道大 302,009 14.1 

8 筑波大 242,279 14.4 

9 慶應義塾大 218,080 14.4 

10 東京工業大 207,784 14.1 

11 早稲田大 123,138 12.7 

（2019 ～ 2023）

順位 大学名 FWCI

1 東京大 1.36 

2 慶應義塾大 1.23 

3 筑波大 1.22 

4 京都大 1.20 

4 名古屋大 1.20 

6 九州大 1.16 

7 大阪大 1.15 

8 北海道大 1.10 

9 早稲田大 1.09 

10 東北大 1.06 

11 東京工業大 1.05 

（2019 ～ 2023）

（※1) FWCI（Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年・同じ分野・同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。
 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2）RU11（学術研究懇談会）

         国立・私立大学の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、
         大阪大、九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

（※3） 「論文の量と質についての比較」における東京工業大のデータについては、2024年10月に東京工業大学と東京医科歯科大学が統合して
　　　　東京科学大学が設立される前の情報を使用。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ：Articles and reviews、自己引用：含む
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出典： Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在）

（※1) FWCI（Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年・同じ分野・同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。
 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2）RU11（学術研究懇談会）

         国立・私立大学の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、
         大阪大、九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

（※3） 「論文の量と質についての比較」における東京工業大のデータについては、2024年10月に東京工業大学と東京医科歯科大学が統合して
　　　　東京科学大学が設立される前の情報を使用。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ：Articles and reviews、自己引用：含む

3,670 3,870 4,023 4,125 4,030 4,266 4,528 4,582 4,497 4,267 

1.16 1.17 

1.27 

1.15 1.13 1.12 1.11 

1.25 

1.12 
1.19 

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

F
W

C
I

論
文
数

出版年

論文数及びFWCI（※1）（2014年～2023年）

（件）

出典： Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在）出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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TOP1％ジャーナル論文数

直近5年の1％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

TOP5％ジャーナル論文数

直近5年の5％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

TOP10％ジャーナル論文数

直近5年の10％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

TOP25％ジャーナル論文数

直近5年の25％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

93 94 92 110 123

514 529 540 535 512

93 94 92 110 123

514 529 540 535 512

0
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1,000

2,000
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4,000

1,256 1,259 1,449 1,432 1,359
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6,499 6,572 6,759 6,795 6,755
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8,000

10,000

2,254 2,373 2,600 2,782 2,690
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2,254 2,373 2,600 2,782 2,690
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・ TOPⅹ ％ジャーナルに掲載された論文数とは、被引用数ベースで世界トップ％ジャーナルに掲載された論文数。Scopusにおける各年の被引用数を元

に、上位1％、5％、10％、25％に含まれるジャーナルに掲載された論文数を示すもの。

・ 折れ線は、当該年を含む直近5年のTOPⅹ％ジャーナル論文数の合計。

論文指標の抽出条件

　文献タイプ ： Articles and reviews、ジャーナル評価指標 ： CiteScore Percentile

◆九州大学◆

TOP1％ジャーナル　論文数

TOP5％ジャーナル　論文数

TOP10％ジャーナル　論文数

TOP25％ジャーナル　論文数

★指定国立大学法人構想の成果指標（KPI）です

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

第4期中期目標・中期計画KPI（8,000報） 指定国立大学法人構想KPI（9,000報）
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９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

3,462 3,427 3,473 3,636 3,704 3,765 3,847 4,312 4,530 4,455

4,995 5,042 4,803 5,063 5,050 5,236 5,204 5,697 6,110 5,981

2,349 2,296 2,519 2,567 2,647 2,822 2,900 3,228 3,627 3,570

9,064 9,078 8,959 9,190 9,378 9,816 10,025 10,936 11,660 11,373

1,446 1,423 1,476 1,482 1,594 1,637 1,643 1,926 2,045 2,105

2,233 2,081 2,168 2,351 2,446 2,514 2,551 2,921 3,401 3,200

2,620 2,636 2,684 2,761 2,674 2,783 2,911 3,019 3,113 2,858

3,662 3,617 3,721 3,709 3,981 4,095 4,145 4,483 4,838 4,566

6,624 6,446 6,521 6,713 6,823 7,066 6,991 7,584 8,003 7,414

5,396 5,089 5,302 5,040 5,200 5,305 5,344 5,821 6,556 6,244

3,822 3,672 3,867 4,022 4,124 4,030 4,257 4,511 4,564 4,498

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000
11,000
12,000

1.07 1.03 1.00 1.09 1.01 0.96 1.05 1.14 1.03 1.06

1.15 1.15 1.06 1.15 1.19 1.10 1.12 1.00 1.03 1.10

1.20 1.26 1.27 1.25 1.22 1.73 1.14 1.32 1.09 1.08

1.39 1.45 1.47 1.51 1.44 1.39 1.33 1.39 1.26 1.30

1.32 1.34 1.37 1.29 1.20 1.14 1.12 1.00 1.11 1.23

1.07 1.13 1.07 1.20 1.32 1.17 1.18 1.30 1.18 1.14

1.18 1.23 1.28 1.28 1.18 1.14 1.09 1.01 1.01 1.00

1.22 1.30 1.26 1.23 1.19 1.22 1.19 1.27 1.05 1.16

1.22 1.28 1.31 1.52 1.59 1.45 1.26 1.11 1.16 1.17

1.17 1.17 1.13 1.19 1.13 1.15 1.14 1.11 1.07 1.02

1.09 1.16 1.17 1.29 1.16 1.13 1.11 1.08 1.23 1.10

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

（※1） RU11（学術研究懇談会）

 国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

 九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

（※2） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆RU11 （※1） での比較◆

RU11 論文数比較（2013年～ 2022年）

RU11 FWCI（※2）比較（2013年～ 2022年）

九大

九大

（報）

F
W

C
I

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

北海道大 1.03 1.01 1.08 1.01 0.96 1.06 1.29 1.03 1.03 1.12

東北大 1.16 1.06 1.15 1.18 1.10 1.13 1.01 1.03 1.09 1.04

筑波大 1.26 1.26 1.24 1.22 1.71 1.14 1.50 1.14 1.19 1.12

東京大 1.44 1.46 1.49 1.44 1.38 1.33 1.48 1.27 1.31 1.40

早稲田大 1.34 1.36 1.27 1.19 1.12 1.12 1.01 1.10 1.15 1.07

慶應義塾大 1.14 1.07 1.20 1.32 1.17 1.19 1.52 1.18 1.15 1.13

東京工業大 1.23 1.28 1.27 1.17 1.13 1.09 1.01 1.01 1.01 1.11

名古屋大 1.30 1.26 1.22 1.19 1.21 1.19 1.29 1.08 1.19 1.25

京都大 1.29 1.31 1.50 1.58 1.44 1.27 1.12 1.18 1.21 1.23

大阪大 1.17 1.13 1.19 1.12 1.15 1.15 1.23 1.11 1.09 1.16

九州大 1.16 1.17 1.27 1.15 1.13 1.12 1.11 1.25 1.12 1.19

0.80
0.90
1.00
1.10
1.20
1.30
1.40
1.50
1.60
1.70
1.80

F
W

C
I

RU11 FWC I（※2）比較（2014年～2023年）

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

（※2） FWCI（Field-weighted Citation Impact）：当該文献の被引用数を、同じ出版年・同じ分野・同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。
FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）

九大

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、自己引用：含む

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

北海道大 3,428 3,470 3,637 3,706 3,765 3,850 4,328 4,547 4,479 4,210

東北大 5,042 4,809 5,066 5,051 5,236 5,211 5,708 6,151 5,997 5,636

筑波大 2,298 2,515 2,568 2,643 2,825 2,912 3,232 3,643 3,556 3,473

東京大 9,078 8,967 9,197 9,380 9,822 10,047 10,981 11,714 11,393 10,730

早稲田大 1,423 1,478 1,482 1,593 1,637 1,650 1,928 2,049 2,080 2,012

慶應義塾大 2,082 2,166 2,356 2,445 2,519 2,560 2,942 3,414 3,193 2,993

東京工業大 2,637 2,679 2,762 2,674 2,783 2,918 3,037 3,137 2,864 2,790

名古屋大 3,616 3,716 3,710 3,981 4,096 4,147 4,495 4,868 4,544 4,534

京都大 6,447 6,520 6,717 6,826 7,069 7,012 7,597 8,051 7,428 7,182

大阪大 5,090 5,298 5,039 5,202 5,308 5,353 5,834 6,560 6,252 6,047

九州大 3,670 3,870 4,023 4,125 4,030 4,266 4,528 4,582 4,497 4,267

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000
11,000
12,000
（件）

RU11論文数比較（2014年～2023年）

九大

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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TOP1％ジャーナル論文数

直近5年の1％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

TOP5％ジャーナル論文数

直近5年の5％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

TOP10％ジャーナル論文数

直近5年の10％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

TOP25％ジャーナル論文数

直近5年の25％ジャーナル論文数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

93 94 92 110 123

514 529 540 535 512

93 94 92 110 123

514 529 540 535 512

0

50

100

150

200

0

150

300

450

600

627 639 717 647 662

3,163 3,166 3,267 3,284 3,292

627 639 717 647 662

3,163 3,166 3,267 3,284 3,292

0

250

500

750

1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1,256 1,259 1,449 1,432 1,359

6,499 6,572 6,759 6,795 6,755

1,256 1,259 1,449 1,432 1,359

6,499 6,572 6,759 6,795 6,755

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2,254 2,373 2,600 2,782 2,690

10,941 11,259 11,751 12,336 12,699

2,254 2,373 2,600 2,782 2,690

10,941 11,259 11,751 12,336 12,699

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

・ TOPⅹ ％ジャーナルに掲載された論文数とは、被引用数ベースで世界トップ％ジャーナルに掲載された論文数。Scopusにおける各年の被引用数を元

に、上位1％、5％、10％、25％に含まれるジャーナルに掲載された論文数を示すもの。

・ 折れ線は、当該年を含む直近5年のTOPⅹ％ジャーナル論文数の合計。

論文指標の抽出条件

　文献タイプ ： Articles and reviews、ジャーナル評価指標 ： CiteScore Percentile

◆九州大学◆

TOP1％ジャーナル　論文数

TOP5％ジャーナル　論文数

TOP10％ジャーナル　論文数

TOP25％ジャーナル　論文数

★指定国立大学法人構想の成果指標（KPI）です

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

第4期中期目標・中期計画KPI（8,000報） 指定国立大学法人構想KPI（9,000報）
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（報） （報）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

3,462 3,427 3,473 3,636 3,704 3,765 3,847 4,312 4,530 4,455

4,995 5,042 4,803 5,063 5,050 5,236 5,204 5,697 6,110 5,981

2,349 2,296 2,519 2,567 2,647 2,822 2,900 3,228 3,627 3,570

9,064 9,078 8,959 9,190 9,378 9,816 10,025 10,936 11,660 11,373

1,446 1,423 1,476 1,482 1,594 1,637 1,643 1,926 2,045 2,105

2,233 2,081 2,168 2,351 2,446 2,514 2,551 2,921 3,401 3,200

2,620 2,636 2,684 2,761 2,674 2,783 2,911 3,019 3,113 2,858

3,662 3,617 3,721 3,709 3,981 4,095 4,145 4,483 4,838 4,566

6,624 6,446 6,521 6,713 6,823 7,066 6,991 7,584 8,003 7,414

5,396 5,089 5,302 5,040 5,200 5,305 5,344 5,821 6,556 6,244

3,822 3,672 3,867 4,022 4,124 4,030 4,257 4,511 4,564 4,498

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000
11,000
12,000

1.07 1.03 1.00 1.09 1.01 0.96 1.05 1.14 1.03 1.06

1.15 1.15 1.06 1.15 1.19 1.10 1.12 1.00 1.03 1.10

1.20 1.26 1.27 1.25 1.22 1.73 1.14 1.32 1.09 1.08

1.39 1.45 1.47 1.51 1.44 1.39 1.33 1.39 1.26 1.30

1.32 1.34 1.37 1.29 1.20 1.14 1.12 1.00 1.11 1.23

1.07 1.13 1.07 1.20 1.32 1.17 1.18 1.30 1.18 1.14

1.18 1.23 1.28 1.28 1.18 1.14 1.09 1.01 1.01 1.00

1.22 1.30 1.26 1.23 1.19 1.22 1.19 1.27 1.05 1.16

1.22 1.28 1.31 1.52 1.59 1.45 1.26 1.11 1.16 1.17

1.17 1.17 1.13 1.19 1.13 1.15 1.14 1.11 1.07 1.02

1.09 1.16 1.17 1.29 1.16 1.13 1.11 1.08 1.23 1.10

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

（※1） RU11（学術研究懇談会）

 国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

 九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

（※2） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆RU11 （※1） での比較◆

RU11 論文数比較（2013年～ 2022年）

RU11 FWCI（※2）比較（2013年～ 2022年）

九大

九大

（報）

F
W

C
I

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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・トップx ％ジャーナルに掲載された論文数と割合とは…

　被引用数ベースで世界トップ％ジャーナルに掲載された論文数と割合。Scopus における各年の被引用数を元に、上位1％、5％、10％、25％に含まれる
ジャーナルに掲載された論文数・割合を示すもの。　

※出典： Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在)

634 617 630 654 627 639
721

645 661 688

17.8%
16.4% 16.1% 16.2% 16.0% 15.5%

16.6%

14.3% 15.0%
16.2%
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1,000
（件）（％） TOP5％ジャーナル　論文数・割合
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1,184 1,261
1,396 1,399

1,256 1,259
1,453 1,428 1,348 1,446

33.2% 33.6%
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（件）（％） TOP10％ジャーナル　論文数・割合

10％論文数 10％論文率

2,053 2,107 2,197 2,326 2,254 2,373 2,605 2,777 2,669 2,695
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出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

32.5 33.0 34.4 36.5 36.6 34.8 33.7 32.4 30.8 29.2

34.1 34.7 36.8 36.8 39.9 34.0 30.9 30.8 30.0 30.6

32.6 34.1 36.2 37.0 39.9 35.2 34.0 32.2 30.0 29.2

39.7 40.8 42.5 41.8 46.8 41.2 37.7 37.7 36.0 34.4

34.7 32.6 36.4 38.0 37.2 33.2 32.7 31.1 33.0 30.5

29.1 29.2 32.9 35.2 33.7 32.1 29.6 30.2 29.7 28.6

39.5 40.6 42.1 44.4 46.5 41.5 38.9 37.5 37.7 34.9

36.5 36.3 37.2 36.8 38.2 36.2 33.0 32.1 29.3 29.3

37.8 38.6 41.2 42.4 44.2 40.0 36.9 35.1 33.3 34.1

35.0 36.1 37.6 38.3 40.6 36.0 33.6 33.2 30.4 30.5

30.3 33.2 33.6 35.6 34.7 32.0 30.5 33.4 31.8 30.6

27.0

30.0

33.0

36.0

39.0

42.0

45.0

48.0

59.4 57.9 60.2 59.8 60.9 58.8 59.5 61.5 62.1 61.2

61.3 61.2 61.5 60.5 62.9 60.7 60.9 62.1 62.1 62.2

58.5 59.2 58.9 59.0 61.1 60.7 57.9 59.8 61.6 61.8

65.7 66.3 67.1 65.1 68.4 67.4 68.7 68.8 69.6 69.2

55.3 55.1 57.6 57.4 58.7 57.5 59.8 59.8 61.0 61.9

54.5 53.7 57.4 57.1 56.7 59.2 57.3 59.3 59.7 60.4

62.4 66.4 66.3 65.2 67.2 66.8 68.7 67.2 67.1 67.6

63.7 63.7 61.0 59.2 63.3 61.6 61.8 61.6 61.3 61.3

62.5 64.1 63.5 63.3 65.8 66.4 66.0 65.2 65.4 65.7

59.8 60.7 60.6 59.8 62.5 61.3 61.3 61.3 60.8 61.8

55.6 57.6 56.2 56.0 57.7 57.4 57.5 59.9 61.7 60.6

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

◆RU11 （※1） での比較◆（つづき）

TOP10％ジャーナルに含まれる論文の割合

TOP25％ジャーナルに含まれる論文の割合

（％）

（％）

（※1） RU11（学術研究懇談会）

 国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

 九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、ジャーナル評価指標 ： CiteScore Percentile

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2.7 3.2 2.5 2.8 3.3 2.8 2.5 2.5 2.1 2.1

2.6 2.5 2.9 3.0 3.3 2.5 2.2 2.1 2.1 2.7

1.7 2.0 2.7 3.2 2.7 2.7 3.0 3.4 2.0 2.4

3.7 3.7 3.4 3.3 3.8 3.4 3.1 3.0 2.9 3.3

2.2 1.9 1.6 1.7 2.7 1.9 1.9 2.2 2.8 2.9

2.5 3.4 3.2 3.0 2.6 3.2 2.2 2.8 1.6 2.2

3.4 3.4 2.8 4.1 4.1 2.9 2.7 2.4 2.7 3.2

2.6 2.4 2.5 2.0 2.5 2.4 2.4 2.0 1.8 2.0

3.5 3.4 2.8 3.1 3.8 3.0 3.1 2.1 2.4 2.6

2.6 2.6 2.3 2.8 2.9 2.6 2.9 2.3 1.9 2.3

2.6 2.2 2.2 2.9 3.6 2.4 2.3 2.1 2.4 2.8

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

17.9 19.7 19.3 18.2 16.8 15.6 15.5 15.2 14.7 13.2

19.0 19.2 16.5 18.2 15.9 14.9 14.6 15.1 13.4 14.4

18.2 17.5 17.5 15.9 17.6 16.0 16.2 16.2 12.6 13.3

20.9 22.9 21.2 22.2 21.4 20.1 20.0 21.0 16.6 16.7

17.0 16.3 16.1 17.0 17.8 16.1 14.0 14.6 12.9 14.2

16.3 16.5 16.2 15.9 13.5 13.3 13.5 13.6 11.5 11.6

21.1 21.0 21.4 22.4 22.6 21.3 20.5 20.9 16.3 16.7

18.7 20.6 18.2 17.9 16.9 18.3 16.0 15.4 12.7 12.2

20.7 22.4 21.3 21.0 21.8 20.2 19.4 18.7 15.6 15.4

19.9 20.5 17.9 18.3 17.7 16.1 16.2 15.8 12.2 12.8

16.3 17.8 16.4 16.1 16.2 16.0 15.5 16.5 14.3 14.9

10.0

13.0

16.0

19.0

22.0

25.0

（※1） RU11（学術研究懇談会）

 国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

 九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、ジャーナル評価指標 ： CiteScore Percentile

◆RU11 （※1） での比較◆

TOP1％ジャーナルに含まれる論文の割合

TOP5％ジャーナルに含まれる論文の割合

（％）

（％）

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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研

　究

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 3.2 2.5 2.8 3.3 2.8 2.5 2.6 2.1 2.1 2.7

東北大 2.5 2.9 3.0 3.3 2.5 2.1 2.1 2.0 2.7 2.6

筑波大 1.9 2.7 3.2 2.7 2.7 3.0 3.4 2.0 2.6 2.5

東京大 3.7 3.3 3.3 3.8 3.4 3.1 3.0 2.9 3.3 3.4

早稲田大 1.9 1.6 1.7 2.7 1.9 1.9 2.2 2.8 3.0 2.7

慶應義塾大 3.4 3.2 3.0 2.6 3.2 2.2 3.0 1.6 2.2 2.7

東京工業大 3.4 2.8 4.1 4.1 2.9 2.7 2.4 2.7 3.3 2.4

名古屋大 2.4 2.5 2.1 2.5 2.4 2.3 2.0 1.8 2.1 2.5

京都大 3.4

2.6

2.2

2.8

2.3

2.2

3.1

2.8

2.9

3.8

2.9

3.6

3.0

2.6

2.4

3.1

2.9

2.3

2.1

2.4

2.2

2.4

1.9

2.4

2.5

2.3

2.8

2.5

2.2

2.0

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5
(％)

TOP1％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 19.7 19.3 18.2 16.8 15.6 15.5 15.3 14.7 13.3 15.1

東北大 19.2 16.4 18.2 15.9 14.9 14.6 15.1 13.4 14.4 15.6

筑波大 17.4 17.5 15.9 17.6 16.0 16.2 16.2 12.7 13.5 13.2

東京大 22.9 21.2 22.2 21.4 20.1 20.0 21.0 16.5 16.8 17.9

早稲田大 16.3 16.1 17.0 17.8 16.1 14.0 14.6 12.9 14.2 14.6

慶應義塾大 16.4 16.2 15.9 13.6 13.3 13.5 13.8 11.6 11.6 12.9

東京工業大 21.0 21.4 22.4 22.6 21.3 20.6 21.0 16.3 16.8 15.5

名古屋大 20.6 18.2 17.9 16.9 18.3 15.9 15.4 12.7 12.2 13.9

京都大 22.3 21.3 21.0 21.8 20.2 19.4 18.7 15.6 15.4 16.7

大阪大 20.5 17.9 18.3 17.7 16.1 16.3 15.9 12.2 12.9 13.5 

九州大 17.8 16.4 16.1 16.2 16.0 15.5 16.6 14.3 15.0 16.2 

10.0

12.5

15.0

17.5

20.0

22.5

25.0
(％)

TOP5％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 33.0 34.4 36.5 36.6 34.9 33.7 32.4 30.7 29.4 30.2

東北大 34.7 36.7 36.8 39.9 34.0 30.9 30.9 29.8 30.6 31.2

筑波大 34.0 36.2 36.9 40.0 35.2 34.0 32.3 30.0 29.5 31.9

東京大 40.8 42.5 41.8 46.8 41.2 37.7 37.6 35.9 34.5 37.1

早稲田大 32.6 36.4 38.0 37.2 33.2 32.8 31.1 32.9 30.5 35.7

慶應義塾大 29.2 32.8 35.2 33.8 32.1 29.6 30.3 29.7 28.8 31.1

東京工業大 40.6 42.1 44.4 46.5 41.5 39.0 37.5 37.7 35.1 36.2

名古屋大 36.3 37.2 36.8 38.1 36.2 33.0 32.0 29.3 29.5 32.7

京都大 38.6 41.2 42.4 44.2 40.0 36.9 35.1 33.3 34.1 35.8

36.1 37.6 38.3 40.6 36.0 33.6 33.2 30.3 30.5 32.1 大阪大

33.2 33.6 35.6 34.7 32.0 30.5 33.4 31.7 30.6 34.0 九州大

27.0

30.0

33.0

36.0

39.0

42.0

45.0

48.0
(％)

TOP10％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 57.9 60.2 59.8 60.8 58.8 59.6 61.5 62.2 61.2 63.0

東北大 61.2 61.4 60.5 62.9 60.7 60.9 62.1 61.9 62.2 63.9

筑波大 59.1 58.8 58.9 61.2 60.7 57.9 59.7 61.5 62.0 65.1

東京大 66.3 67.0 65.0 68.4 67.4 68.7 68.8 69.5 69.1 69.8

早稲田大 55.1 57.7 57.4 58.7 57.5 59.9 59.8 60.9 61.7 64.6

慶應義塾大 53.8 57.4 57.1 56.8 59.2 57.3 59.3 60.0 60.5 61.4

東京工業大 66.5 66.4 65.2 67.2 66.8 68.8 67.1 67.2 67.7 65.8

名古屋大 63.7 61.0 59.1 63.2 61.6 61.8 61.5 61.3 61.3 62.8

京都大 64.0 63.5 63.3 65.7 66.4 66.1 65.2 65.4 65.6 66.7

大阪大 60.8 60.7 59.9 62.6 61.3 61.3 61.4 60.7 61.8 63.7 

九州大 57.6 56.2 56.0 57.7 57.5 57.5 59.9 61.6 60.6 63.4 

52.0
54.0
56.0
58.0
60.0
62.0
64.0
66.0
68.0
70.0
72.0
(％)

TOP25％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

出典：Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）　　

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、ジャーナル評価指標：CiteScore Percentile 

大阪大

九州大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 3.2 2.5 2.8 3.3 2.8 2.5 2.6 2.1 2.1 2.7

東北大 2.5 2.9 3.0 3.3 2.5 2.1 2.1 2.0 2.7 2.6

筑波大 1.9 2.7 3.2 2.7 2.7 3.0 3.4 2.0 2.6 2.5

東京大 3.7 3.3 3.3 3.8 3.4 3.1 3.0 2.9 3.3 3.4

早稲田大 1.9 1.6 1.7 2.7 1.9 1.9 2.2 2.8 3.0 2.7

慶應義塾大 3.4 3.2 3.0 2.6 3.2 2.2 3.0 1.6 2.2 2.7

東京工業大 3.4 2.8 4.1 4.1 2.9 2.7 2.4 2.7 3.3 2.4

名古屋大 2.4 2.5 2.1 2.5 2.4 2.3 2.0 1.8 2.1 2.5

京都大 3.4

2.6

2.2

2.8

2.3

2.2

3.1

2.8

2.9

3.8

2.9

3.6

3.0

2.6

2.4

3.1

2.9

2.3

2.1

2.4

2.2

2.4

1.9

2.4

2.5

2.3

2.8

2.5

2.2

2.0

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5
(％)

TOP1％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 19.7 19.3 18.2 16.8 15.6 15.5 15.3 14.7 13.3 15.1

東北大 19.2 16.4 18.2 15.9 14.9 14.6 15.1 13.4 14.4 15.6

筑波大 17.4 17.5 15.9 17.6 16.0 16.2 16.2 12.7 13.5 13.2

東京大 22.9 21.2 22.2 21.4 20.1 20.0 21.0 16.5 16.8 17.9

早稲田大 16.3 16.1 17.0 17.8 16.1 14.0 14.6 12.9 14.2 14.6

慶應義塾大 16.4 16.2 15.9 13.6 13.3 13.5 13.8 11.6 11.6 12.9

東京工業大 21.0 21.4 22.4 22.6 21.3 20.6 21.0 16.3 16.8 15.5

名古屋大 20.6 18.2 17.9 16.9 18.3 15.9 15.4 12.7 12.2 13.9

京都大 22.3 21.3 21.0 21.8 20.2 19.4 18.7 15.6 15.4 16.7

大阪大 20.5 17.9 18.3 17.7 16.1 16.3 15.9 12.2 12.9 13.5 

九州大 17.8 16.4 16.1 16.2 16.0 15.5 16.6 14.3 15.0 16.2 

10.0

12.5

15.0

17.5

20.0

22.5

25.0
(％)

TOP5％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 33.0 34.4 36.5 36.6 34.9 33.7 32.4 30.7 29.4 30.2

東北大 34.7 36.7 36.8 39.9 34.0 30.9 30.9 29.8 30.6 31.2

筑波大 34.0 36.2 36.9 40.0 35.2 34.0 32.3 30.0 29.5 31.9

東京大 40.8 42.5 41.8 46.8 41.2 37.7 37.6 35.9 34.5 37.1

早稲田大 32.6 36.4 38.0 37.2 33.2 32.8 31.1 32.9 30.5 35.7

慶應義塾大 29.2 32.8 35.2 33.8 32.1 29.6 30.3 29.7 28.8 31.1

東京工業大 40.6 42.1 44.4 46.5 41.5 39.0 37.5 37.7 35.1 36.2

名古屋大 36.3 37.2 36.8 38.1 36.2 33.0 32.0 29.3 29.5 32.7

京都大 38.6 41.2 42.4 44.2 40.0 36.9 35.1 33.3 34.1 35.8

36.1 37.6 38.3 40.6 36.0 33.6 33.2 30.3 30.5 32.1 大阪大

33.2 33.6 35.6 34.7 32.0 30.5 33.4 31.7 30.6 34.0 九州大

27.0

30.0

33.0

36.0

39.0

42.0

45.0

48.0
(％)

TOP10％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 57.9 60.2 59.8 60.8 58.8 59.6 61.5 62.2 61.2 63.0

東北大 61.2 61.4 60.5 62.9 60.7 60.9 62.1 61.9 62.2 63.9

筑波大 59.1 58.8 58.9 61.2 60.7 57.9 59.7 61.5 62.0 65.1

東京大 66.3 67.0 65.0 68.4 67.4 68.7 68.8 69.5 69.1 69.8

早稲田大 55.1 57.7 57.4 58.7 57.5 59.9 59.8 60.9 61.7 64.6

慶應義塾大 53.8 57.4 57.1 56.8 59.2 57.3 59.3 60.0 60.5 61.4

東京工業大 66.5 66.4 65.2 67.2 66.8 68.8 67.1 67.2 67.7 65.8

名古屋大 63.7 61.0 59.1 63.2 61.6 61.8 61.5 61.3 61.3 62.8

京都大 64.0 63.5 63.3 65.7 66.4 66.1 65.2 65.4 65.6 66.7

大阪大 60.8 60.7 59.9 62.6 61.3 61.3 61.4 60.7 61.8 63.7 

九州大 57.6 56.2 56.0 57.7 57.5 57.5 59.9 61.6 60.6 63.4 

52.0
54.0
56.0
58.0
60.0
62.0
64.0
66.0
68.0
70.0
72.0
(％)

TOP25％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

出典：Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）　　

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、ジャーナル評価指標：CiteScore Percentile 

大阪大

九州大

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

32.5 33.0 34.4 36.5 36.6 34.8 33.7 32.4 30.8 29.2

34.1 34.7 36.8 36.8 39.9 34.0 30.9 30.8 30.0 30.6

32.6 34.1 36.2 37.0 39.9 35.2 34.0 32.2 30.0 29.2

39.7 40.8 42.5 41.8 46.8 41.2 37.7 37.7 36.0 34.4

34.7 32.6 36.4 38.0 37.2 33.2 32.7 31.1 33.0 30.5

29.1 29.2 32.9 35.2 33.7 32.1 29.6 30.2 29.7 28.6

39.5 40.6 42.1 44.4 46.5 41.5 38.9 37.5 37.7 34.9

36.5 36.3 37.2 36.8 38.2 36.2 33.0 32.1 29.3 29.3

37.8 38.6 41.2 42.4 44.2 40.0 36.9 35.1 33.3 34.1

35.0 36.1 37.6 38.3 40.6 36.0 33.6 33.2 30.4 30.5

30.3 33.2 33.6 35.6 34.7 32.0 30.5 33.4 31.8 30.6

27.0

30.0

33.0

36.0

39.0

42.0

45.0

48.0

59.4 57.9 60.2 59.8 60.9 58.8 59.5 61.5 62.1 61.2

61.3 61.2 61.5 60.5 62.9 60.7 60.9 62.1 62.1 62.2

58.5 59.2 58.9 59.0 61.1 60.7 57.9 59.8 61.6 61.8

65.7 66.3 67.1 65.1 68.4 67.4 68.7 68.8 69.6 69.2

55.3 55.1 57.6 57.4 58.7 57.5 59.8 59.8 61.0 61.9

54.5 53.7 57.4 57.1 56.7 59.2 57.3 59.3 59.7 60.4

62.4 66.4 66.3 65.2 67.2 66.8 68.7 67.2 67.1 67.6

63.7 63.7 61.0 59.2 63.3 61.6 61.8 61.6 61.3 61.3

62.5 64.1 63.5 63.3 65.8 66.4 66.0 65.2 65.4 65.7

59.8 60.7 60.6 59.8 62.5 61.3 61.3 61.3 60.8 61.8

55.6 57.6 56.2 56.0 57.7 57.4 57.5 59.9 61.7 60.6

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

◆RU11 （※1） での比較◆（つづき）

TOP10％ジャーナルに含まれる論文の割合

TOP25％ジャーナルに含まれる論文の割合

（％）

（％）

（※1） RU11（学術研究懇談会）

 国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

 九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、ジャーナル評価指標 ： CiteScore Percentile

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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研

　究

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2.7 3.2 2.5 2.8 3.3 2.8 2.5 2.5 2.1 2.1

2.6 2.5 2.9 3.0 3.3 2.5 2.2 2.1 2.1 2.7

1.7 2.0 2.7 3.2 2.7 2.7 3.0 3.4 2.0 2.4

3.7 3.7 3.4 3.3 3.8 3.4 3.1 3.0 2.9 3.3

2.2 1.9 1.6 1.7 2.7 1.9 1.9 2.2 2.8 2.9

2.5 3.4 3.2 3.0 2.6 3.2 2.2 2.8 1.6 2.2

3.4 3.4 2.8 4.1 4.1 2.9 2.7 2.4 2.7 3.2

2.6 2.4 2.5 2.0 2.5 2.4 2.4 2.0 1.8 2.0

3.5 3.4 2.8 3.1 3.8 3.0 3.1 2.1 2.4 2.6

2.6 2.6 2.3 2.8 2.9 2.6 2.9 2.3 1.9 2.3

2.6 2.2 2.2 2.9 3.6 2.4 2.3 2.1 2.4 2.8

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

17.9 19.7 19.3 18.2 16.8 15.6 15.5 15.2 14.7 13.2

19.0 19.2 16.5 18.2 15.9 14.9 14.6 15.1 13.4 14.4

18.2 17.5 17.5 15.9 17.6 16.0 16.2 16.2 12.6 13.3

20.9 22.9 21.2 22.2 21.4 20.1 20.0 21.0 16.6 16.7

17.0 16.3 16.1 17.0 17.8 16.1 14.0 14.6 12.9 14.2

16.3 16.5 16.2 15.9 13.5 13.3 13.5 13.6 11.5 11.6

21.1 21.0 21.4 22.4 22.6 21.3 20.5 20.9 16.3 16.7

18.7 20.6 18.2 17.9 16.9 18.3 16.0 15.4 12.7 12.2

20.7 22.4 21.3 21.0 21.8 20.2 19.4 18.7 15.6 15.4

19.9 20.5 17.9 18.3 17.7 16.1 16.2 15.8 12.2 12.8

16.3 17.8 16.4 16.1 16.2 16.0 15.5 16.5 14.3 14.9

10.0

13.0

16.0

19.0

22.0

25.0

（※1） RU11（学術研究懇談会）

 国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

 九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、ジャーナル評価指標 ： CiteScore Percentile

◆RU11 （※1） での比較◆

TOP1％ジャーナルに含まれる論文の割合

TOP5％ジャーナルに含まれる論文の割合

（％）

（％）

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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研

　究

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 3.2 2.5 2.8 3.3 2.8 2.5 2.6 2.1 2.1 2.7

東北大 2.5 2.9 3.0 3.3 2.5 2.1 2.1 2.0 2.7 2.6

筑波大 1.9 2.7 3.2 2.7 2.7 3.0 3.4 2.0 2.6 2.5

東京大 3.7 3.3 3.3 3.8 3.4 3.1 3.0 2.9 3.3 3.4

早稲田大 1.9 1.6 1.7 2.7 1.9 1.9 2.2 2.8 3.0 2.7

慶應義塾大 3.4 3.2 3.0 2.6 3.2 2.2 3.0 1.6 2.2 2.7

東京工業大 3.4 2.8 4.1 4.1 2.9 2.7 2.4 2.7 3.3 2.4

名古屋大 2.4 2.5 2.1 2.5 2.4 2.3 2.0 1.8 2.1 2.5

京都大 3.4

2.6

2.2

2.8

2.3

2.2

3.1

2.8

2.9

3.8

2.9

3.6

3.0

2.6

2.4

3.1

2.9

2.3

2.1

2.4

2.2

2.4

1.9

2.4

2.5

2.3

2.8

2.5

2.2

2.0

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5
(％)

TOP1％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 19.7 19.3 18.2 16.8 15.6 15.5 15.3 14.7 13.3 15.1

東北大 19.2 16.4 18.2 15.9 14.9 14.6 15.1 13.4 14.4 15.6

筑波大 17.4 17.5 15.9 17.6 16.0 16.2 16.2 12.7 13.5 13.2

東京大 22.9 21.2 22.2 21.4 20.1 20.0 21.0 16.5 16.8 17.9

早稲田大 16.3 16.1 17.0 17.8 16.1 14.0 14.6 12.9 14.2 14.6

慶應義塾大 16.4 16.2 15.9 13.6 13.3 13.5 13.8 11.6 11.6 12.9

東京工業大 21.0 21.4 22.4 22.6 21.3 20.6 21.0 16.3 16.8 15.5

名古屋大 20.6 18.2 17.9 16.9 18.3 15.9 15.4 12.7 12.2 13.9

京都大 22.3 21.3 21.0 21.8 20.2 19.4 18.7 15.6 15.4 16.7

大阪大 20.5 17.9 18.3 17.7 16.1 16.3 15.9 12.2 12.9 13.5 

九州大 17.8 16.4 16.1 16.2 16.0 15.5 16.6 14.3 15.0 16.2 

10.0

12.5

15.0

17.5

20.0

22.5

25.0
(％)

TOP5％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 33.0 34.4 36.5 36.6 34.9 33.7 32.4 30.7 29.4 30.2

東北大 34.7 36.7 36.8 39.9 34.0 30.9 30.9 29.8 30.6 31.2

筑波大 34.0 36.2 36.9 40.0 35.2 34.0 32.3 30.0 29.5 31.9

東京大 40.8 42.5 41.8 46.8 41.2 37.7 37.6 35.9 34.5 37.1

早稲田大 32.6 36.4 38.0 37.2 33.2 32.8 31.1 32.9 30.5 35.7

慶應義塾大 29.2 32.8 35.2 33.8 32.1 29.6 30.3 29.7 28.8 31.1

東京工業大 40.6 42.1 44.4 46.5 41.5 39.0 37.5 37.7 35.1 36.2

名古屋大 36.3 37.2 36.8 38.1 36.2 33.0 32.0 29.3 29.5 32.7

京都大 38.6 41.2 42.4 44.2 40.0 36.9 35.1 33.3 34.1 35.8

36.1 37.6 38.3 40.6 36.0 33.6 33.2 30.3 30.5 32.1 大阪大

33.2 33.6 35.6 34.7 32.0 30.5 33.4 31.7 30.6 34.0 九州大

27.0

30.0

33.0

36.0

39.0

42.0

45.0

48.0
(％)

TOP10％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 57.9 60.2 59.8 60.8 58.8 59.6 61.5 62.2 61.2 63.0

東北大 61.2 61.4 60.5 62.9 60.7 60.9 62.1 61.9 62.2 63.9

筑波大 59.1 58.8 58.9 61.2 60.7 57.9 59.7 61.5 62.0 65.1

東京大 66.3 67.0 65.0 68.4 67.4 68.7 68.8 69.5 69.1 69.8

早稲田大 55.1 57.7 57.4 58.7 57.5 59.9 59.8 60.9 61.7 64.6

慶應義塾大 53.8 57.4 57.1 56.8 59.2 57.3 59.3 60.0 60.5 61.4

東京工業大 66.5 66.4 65.2 67.2 66.8 68.8 67.1 67.2 67.7 65.8

名古屋大 63.7 61.0 59.1 63.2 61.6 61.8 61.5 61.3 61.3 62.8

京都大 64.0 63.5 63.3 65.7 66.4 66.1 65.2 65.4 65.6 66.7

大阪大 60.8 60.7 59.9 62.6 61.3 61.3 61.4 60.7 61.8 63.7 

九州大 57.6 56.2 56.0 57.7 57.5 57.5 59.9 61.6 60.6 63.4 

52.0
54.0
56.0
58.0
60.0
62.0
64.0
66.0
68.0
70.0
72.0
(％)

TOP25％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

出典：Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）　　

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、ジャーナル評価指標：CiteScore Percentile 

大阪大

九州大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 3.2 2.5 2.8 3.3 2.8 2.5 2.6 2.1 2.1 2.7

東北大 2.5 2.9 3.0 3.3 2.5 2.1 2.1 2.0 2.7 2.6

筑波大 1.9 2.7 3.2 2.7 2.7 3.0 3.4 2.0 2.6 2.5

東京大 3.7 3.3 3.3 3.8 3.4 3.1 3.0 2.9 3.3 3.4

早稲田大 1.9 1.6 1.7 2.7 1.9 1.9 2.2 2.8 3.0 2.7

慶應義塾大 3.4 3.2 3.0 2.6 3.2 2.2 3.0 1.6 2.2 2.7

東京工業大 3.4 2.8 4.1 4.1 2.9 2.7 2.4 2.7 3.3 2.4

名古屋大 2.4 2.5 2.1 2.5 2.4 2.3 2.0 1.8 2.1 2.5

京都大 3.4

2.6

2.2

2.8

2.3

2.2

3.1

2.8

2.9

3.8

2.9

3.6

3.0

2.6

2.4

3.1

2.9

2.3

2.1

2.4

2.2

2.4

1.9

2.4

2.5

2.3

2.8

2.5

2.2

2.0

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5
(％)

TOP1％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 19.7 19.3 18.2 16.8 15.6 15.5 15.3 14.7 13.3 15.1

東北大 19.2 16.4 18.2 15.9 14.9 14.6 15.1 13.4 14.4 15.6

筑波大 17.4 17.5 15.9 17.6 16.0 16.2 16.2 12.7 13.5 13.2

東京大 22.9 21.2 22.2 21.4 20.1 20.0 21.0 16.5 16.8 17.9

早稲田大 16.3 16.1 17.0 17.8 16.1 14.0 14.6 12.9 14.2 14.6

慶應義塾大 16.4 16.2 15.9 13.6 13.3 13.5 13.8 11.6 11.6 12.9

東京工業大 21.0 21.4 22.4 22.6 21.3 20.6 21.0 16.3 16.8 15.5

名古屋大 20.6 18.2 17.9 16.9 18.3 15.9 15.4 12.7 12.2 13.9

京都大 22.3 21.3 21.0 21.8 20.2 19.4 18.7 15.6 15.4 16.7

大阪大 20.5 17.9 18.3 17.7 16.1 16.3 15.9 12.2 12.9 13.5 

九州大 17.8 16.4 16.1 16.2 16.0 15.5 16.6 14.3 15.0 16.2 

10.0

12.5

15.0

17.5

20.0

22.5

25.0
(％)

TOP5％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 33.0 34.4 36.5 36.6 34.9 33.7 32.4 30.7 29.4 30.2

東北大 34.7 36.7 36.8 39.9 34.0 30.9 30.9 29.8 30.6 31.2

筑波大 34.0 36.2 36.9 40.0 35.2 34.0 32.3 30.0 29.5 31.9

東京大 40.8 42.5 41.8 46.8 41.2 37.7 37.6 35.9 34.5 37.1

早稲田大 32.6 36.4 38.0 37.2 33.2 32.8 31.1 32.9 30.5 35.7

慶應義塾大 29.2 32.8 35.2 33.8 32.1 29.6 30.3 29.7 28.8 31.1

東京工業大 40.6 42.1 44.4 46.5 41.5 39.0 37.5 37.7 35.1 36.2

名古屋大 36.3 37.2 36.8 38.1 36.2 33.0 32.0 29.3 29.5 32.7

京都大 38.6 41.2 42.4 44.2 40.0 36.9 35.1 33.3 34.1 35.8

36.1 37.6 38.3 40.6 36.0 33.6 33.2 30.3 30.5 32.1 大阪大

33.2 33.6 35.6 34.7 32.0 30.5 33.4 31.7 30.6 34.0 九州大

27.0

30.0

33.0

36.0

39.0

42.0

45.0

48.0
(％)

TOP10％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

北海道大 57.9 60.2 59.8 60.8 58.8 59.6 61.5 62.2 61.2 63.0

東北大 61.2 61.4 60.5 62.9 60.7 60.9 62.1 61.9 62.2 63.9

筑波大 59.1 58.8 58.9 61.2 60.7 57.9 59.7 61.5 62.0 65.1

東京大 66.3 67.0 65.0 68.4 67.4 68.7 68.8 69.5 69.1 69.8

早稲田大 55.1 57.7 57.4 58.7 57.5 59.9 59.8 60.9 61.7 64.6

慶應義塾大 53.8 57.4 57.1 56.8 59.2 57.3 59.3 60.0 60.5 61.4

東京工業大 66.5 66.4 65.2 67.2 66.8 68.8 67.1 67.2 67.7 65.8

名古屋大 63.7 61.0 59.1 63.2 61.6 61.8 61.5 61.3 61.3 62.8

京都大 64.0 63.5 63.3 65.7 66.4 66.1 65.2 65.4 65.6 66.7

大阪大 60.8 60.7 59.9 62.6 61.3 61.3 61.4 60.7 61.8 63.7 

九州大 57.6 56.2 56.0 57.7 57.5 57.5 59.9 61.6 60.6 63.4 

52.0
54.0
56.0
58.0
60.0
62.0
64.0
66.0
68.0
70.0
72.0
(％)

TOP25％ジャーナルに含まれる論文の割合

九大

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

出典：Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）　　

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、ジャーナル評価指標：CiteScore Percentile 

大阪大

九州大

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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1.31 
1.27 

1.10 
1.04 
1.05 
1.06 
1.08 

0.74 
1.19 

1.02 
1.12 

0.92 
0.90 

1.23 
1.08 

1.26 
0.80 

1.17 
1.50 

1.10 
1.02 

0.75 
0.89 

1.14 
1.27 

0.92 
1.24 

0.00 0.50 1.00 1.50

5,964 
4,140 

3,974 
3,668 
3,600 

3,332 
1,807 
1,798 

1,435 
1,270 
1,246 
1,155 
1,030 

914 
783 
659 
627 
611 

216 
212 
205 
187 
163 
154 
134 

76 
30 

01,0002,0003,0004,0005,0006,000

医学
物理学・天文学
生化学・遺伝学・分子生物学
工学
材料科学
化学
化学工学
農学及び生物科学
環境科学
地球科学・惑星学
エネルギー科学
数学
コンピュータ科学
学際分野
免疫学・微生物学
神経科学
薬理学・毒性学・薬学
社会科学
経済学・計量経済学・金融
看護学
心理学
歯科学
人文学
ビジネス・経営学・会計学
健康衛生学
意思決定科学
獣医学

1.31 

1.27 

1.10 

1.04 

1.05 

1.06 

1.08 

0.74 

1.19 

1.02 

1.12 

0.92 

0.90 

1.23 

1.08 

1.26 

0.80 

1.17 

1.50 

1.10 

1.02 

0.75 

0.89 

1.14 

1.27 

0.92 

1.24 

1.02 

1.00 

1.00 

0.82 

0.88 

0.88 

0.93 

0.92 

1.04 

1.21 

1.06 

0.79 

0.89 

1.10 

1.01 

0.96 

0.74 

1.03 

0.85 

1.00 

0.91 

0.90 

1.15 

0.91 

0.79 

1.03 

0.93 

0.00 0.50 1.00 1.50
医学

物理学・天文学
生化学・遺伝学・分子生物学

工学
材料科学

化学
化学工学

農学及び生物科学
環境科学

地球科学・惑星学
エネルギー科学

数学
コンピュータ科学

学際分野
免疫学・微生物学

神経科学
薬理学・毒性学・薬学

社会科学
経済学・計量経済学・金融

看護学
心理学
歯科学
人文学

ビジネス・経営学・会計学
健康衛生学

意思決定科学
獣医学

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） ASJC27中分類

 Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

（※3） 論文数が多くFWCIが高いほど研究力に厚みがあること（大学の強み）を表す。また、論文数が少なくFWCIが高い場合は、研究力の高い特定の教

員の存在を示す場合が多い。なお、特定の教員が巨大な研究者コミュニティに所属する場合は、論文数 ・ FWCI共に値が高くなる場合が多い。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

論文数とFWCI（※1）のASJC27中分類（※2）別比較（※3）（2018年～ 2022年）

FWCIのASJC27中分類別比較（2018年～ 2022年）

FWCIが１未満の分野

FWCIが1以上の分野

国内平均

九州大学

FWCI論文数（報）

FWCIが世界平均の1以上である分野は
27分野中20分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

FWCI 国内平均と比較してFWCIが高い上位5分野

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） － FWCI － 

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） ASJC27中分類

 Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

（※3） 論文数が多くFWCIが高いほど研究力に厚みがあること（大学の強み）を表す。また、論文数が少なくFWCIが高い場合は、研究力の高い特定の教

員の存在を示す場合が多い。なお、特定の教員が巨大な研究者コミュニティに所属する場合は、論文数 ・ FWCI共に値が高くなる場合が多い。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

論文数とFWCI（※1）のASJC27中分類（※2）別比較（※3）（2018年～ 2022年）

FWCIのASJC27中分類別比較（2018年～ 2022年）

FWCIが１未満の分野

FWCIが1以上の分野

国内平均

九州大学

FWCI論文数（報）

FWCIが世界平均の1以上である分野は
27分野中20分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

FWCI 国内平均と比較してFWCIが高い上位5分野

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） － FWCI － 

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（※1） TOP10％補正論文数割合

被引用ベースで世界トップに入る論文数（分野補正した値）の割合。Scopusにおける各年の被引用数をもとに上位10％に含まれる論文数の割合を

示すもの。

（※2） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※3） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む、分野補正 ： 有

◆九州大学◆　（2019年～2023年）

本学のTOP10％補正論文数割合（※1）（縦軸）×FWCI（※2）（横軸）×論文数（バブル大きさ）

◆RU11 （※3） での比較◆　（2019年～2023年の平均）

TOP10％補正論文数割合（縦軸）×FWCI（横軸）×論文数（バブル大きさ）

TOP10％補正論文数割合×FWCI×論文数

TOP10％補正論文数割合×FWCI×論文数

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）
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９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）　　

■論文の量と質の総合比較

大学名大学名
TOP10％補正 TOP10％補正 

論文数割合（％）論文数割合（％）
FWCIFWCI 論文数論文数

北海道大 9.2 1.05 4,182 

東北大 9.6 1.07 5,646 

筑波大 10.8 1.25 3,229 

東京大 12.1 1.33 10,762 

早稲田大 11.5 1.12 1,871 

慶應義塾大 10.3 1.19 2,917 

東京工業大 10.0 1.05 2,937 

名古屋大 10.3 1.18 4,425 

京都大 11.1 1.23 7,412 

大阪大 9.8 1.10 5,854 

九州大九州大 10.6 10.6 1.13 1.13 4,372 4,372 

年年
TOP10％補正 TOP10％補正 

論文数割合（％）論文数割合（％）
FWCIFWCI 論文数論文数

2018 10.9 1.13 4,030 

2019 10.2 1.11 4,257 

2020 10.6 1.08 4,511 

2021 10.8 1.23 4,564 

2022 10.8 1.10 4,498 

平均 10.6 1.13 4,372 
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研

　究

大学名
TOP10％補正

論文数割合（％）
FWCI 論文数

北海道大 9.3 1.10 4,283 

東北大 9.6 1.06 5,741 

筑波大 10.1 1.22 3,363 

東京大 11.9 1.36 10,973 

早稲田大 11.1 1.09 1,944 

慶應義塾大 10.4 1.23 3,020 

東京工業大 9.7 1.05 2,949 

名古屋大 10.0 1.20 4,518 

京都大 10.7 1.20 7,454 

大阪大 9.7 1.15 6,009 

九州大 10.7 1.16 4,428 

年
TOP10％補正

論文数割合（％）
FWCI 論文数

2019 10.0 1.12 4,266 

2020 10.9 1.11 4,528 

2021 10.9 1.25 4,582 

2022 10.7 1.12 4,497 

2023 10.9 1.19 4,267 

平均 10.7 1.16 4,428 

（※1） TOP10％補正論文数割合

被引用ベースで世界トップに入る論文数（分野補正した値）の割合。Scopusにおける各年の被引用数をもとに上位10％に含まれる論文数の割合を

示すもの。

（※2） FWCI（Field-weighted Citation Impact）：当該文献の被引用数を、同じ出版年・同じ分野・同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※3） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、自己引用：含む、分野補正：有

出典： Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在)
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出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） ASJC27中分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

（※3） 論文数が多くFWCIが高いほど研究力に厚みがあること（大学の強み）を表す。また、論文数が少なくFWCIが高い場合は、研究力の高い特定の教

員の存在を示す場合が多い。なお、特定の教員が巨大な研究者コミュニティに所属する場合は、論文数 ・ FWCI共に値が高くなる場合が多い。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

論文数とFWCI（※1）のASJC27中分類（※2）別比較（※3）（2018年～ 2022年）

FWCIのASJC27中分類別比較（2018年～ 2022年）

FWCIが１未満の分野

FWCIが1以上の分野

国内平均

九州大学

FWCI論文数（報）

FWCIが世界平均の1以上である分野は
27分野中20分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

FWCI 国内平均と比較してFWCIが高い上位5分野

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） － FWCI －

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） ASJC27中分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

（※3） 論文数が多くFWCIが高いほど研究力に厚みがあること（大学の強み）を表す。また、論文数が少なくFWCIが高い場合は、研究力の高い特定の教

員の存在を示す場合が多い。なお、特定の教員が巨大な研究者コミュニティに所属する場合は、論文数 ・ FWCI共に値が高くなる場合が多い。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

論文数とFWCI（※1）のASJC27中分類（※2）別比較（※3）（2018年～ 2022年）

FWCIのASJC27中分類別比較（2018年～ 2022年）

FWCIが１未満の分野

FWCIが1以上の分野

国内平均

九州大学

FWCI論文数（報）

FWCIが世界平均の1以上である分野は
27分野中20分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

FWCI 国内平均と比較してFWCIが高い上位5分野

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） － FWCI － 

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（※1） TOP10％補正論文数割合

被引用ベースで世界トップに入る論文数（分野補正した値）の割合。Scopusにおける各年の被引用数をもとに上位10％に含まれる論文数の割合を

示すもの。

（※2） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※3） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む、分野補正 ： 有

◆九州大学◆　（2019年～2023年）

本学のTOP10％補正論文数割合（※1）（縦軸）×FWCI（※2）（横軸）×論文数（バブル大きさ）

◆RU11 （※3） での比較◆　（2019年～2023年の平均）

TOP10％補正論文数割合（縦軸）×FWCI（横軸）×論文数（バブル大きさ）

TOP10％補正論文数割合×FWCI×論文数

TOP10％補正論文数割合×FWCI×論文数

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）
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９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）　　

■論文の量と質の総合比較

大学名大学名
TOP10％補正 TOP10％補正 

論文数割合（％）論文数割合（％）
FWCIFWCI 論文数論文数

北海道大 9.2 1.05 4,182 

東北大 9.6 1.07 5,646 

筑波大 10.8 1.25 3,229 

東京大 12.1 1.33 10,762 

早稲田大 11.5 1.12 1,871 

慶應義塾大 10.3 1.19 2,917 

東京工業大 10.0 1.05 2,937 

名古屋大 10.3 1.18 4,425 

京都大 11.1 1.23 7,412 

大阪大 9.8 1.10 5,854 

九州大九州大 10.6 10.6 1.13 1.13 4,372 4,372 

年年
TOP10％補正 TOP10％補正 

論文数割合（％）論文数割合（％）
FWCIFWCI 論文数論文数

2018 10.9 1.13 4,030 

2019 10.2 1.11 4,257 

2020 10.6 1.08 4,511 

2021 10.8 1.23 4,564 

2022 10.8 1.10 4,498 

平均 10.6 1.13 4,372 
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環境科学
地球科学・惑星学
エネルギー科学
数学
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学際分野
免疫学・微生物学
神経科学
薬理学・毒性学・薬学
社会科学
経済学・計量経済学・金融
看護学
心理学
歯科学
人文学
ビジネス・経営学・会計学
健康衛生学
意思決定科学
獣医学

論文数（件）

論文数とFWCI（※1）のASJC27中分類（※2）別比較（※3）（2019年～2023年）

FWCIが１未満の分野
FWCIが1以上の分野

FWCIが世界平均の1以上である分野は
27分野中20分野である
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物理学・天文学
生化学・遺伝学・分子生物学
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化学工学

農学及び生物科学
環境科学

地球科学・惑星学
エネルギー科学

数学
コンピュータ科学

学際分野
免疫学・微生物学
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社会科学
経済学・計量経済学・金融

看護学
心理学
歯科学
人文学

ビジネス・経営学・会計学

健康衛生学
意思決定科学

獣医学

FWCIのASJC27中分類別比較（2019年～2023年）

1.44 

1.65 

1.27 

国内平均
九州大学

国内平均と比較してFWCIが高い上位5分野FWCI

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact）： 当該文献の被引用数を、同じ出版年・同じ分野・同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） ASJC27中分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

出典： Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在)

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、自己引用：含む

（※3） 論文数が多くFWCIが高いほど研究力に厚みがあること（大学の強み）を表す。また、論文数が少なく FWCIが高い場合は、研究力の高い特定の教員

の存在を示す場合が多い。なお、特定の教員が巨大な研究者コミュニティに所属する場合は、論文数・FWCI共に値が高くなる場合が多い。

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） 学際分野とは、「Nature」や「Science」のような総合学術雑誌に掲載された論文を示す。

（※3） FWCIが世界平均1.0を超えている小分野は、全334分野中142分野である。FWCIが高く論文数が少ない分野は、研究力の高い特定の教員が

存在する可能性がある。FWCIが高く論文数も多い分野は、研究力に厚みがあること（大学の強み）を示す。

（※4） ASJC27中分類、ASJC334小分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類と334の小分類。

翻訳協力 ： 大学改革支援 ・ 学位授与機構。（中分類の翻訳はエルゼビア社による。）

（※5） 工学（その他） ： 次の項目以外の分野

航空宇宙工学、自動車工学、生体医工学、土木 ・ 構造工学、計算力学、制御 ・ システム工学、電気電子工学、管理工学 ・ 生産工学、機械工学、

材料力学、海洋工学、安全 ・ リスク ・ 信頼性 ・ 品質管理、メディア工学、建設工学、建築学

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC27中分類別）（2019年～2023年）

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC334小分類別）（2019年～2023年）
【FWCIが高い上位10小分野（※3）】

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）

FWCI順位FWCI順位 ASJC27中分類（※4）ASJC27中分類（※4） ASJC334小分類（※4）ASJC334小分類（※4） FWCIFWCI 論文数論文数

1
Nursing 
（看護学）

Psychiatric Mental Health 
（精神医学的メンタルヘルス） 17.40 3

2
Immunology and Microbiology 
（免疫学 ・ 微生物学）

Parasitology 
（寄生虫学） 3.63 21

3
Medicine 
（医学）

General Medicine 
（医学（全般）） 3.57 399

4
Medicine 
（医学）

Anatomy 
（解剖学） 3.55 29

5
Health Professions 
（健康衛生学）

Optometry 
（視力測定） 3.36 1

6
Veterinary 
（獣医学）

Equine 
（馬獣医学） 2.91 3

6
Veterinary 
（獣医学）

Small Animals 
（小型動物） 2.91 3

8
Business, Management and Accounting 
（ビジネス、 経営学、 会計学）

Business and International Management 
（ビジネス ・ 国際経営） 2.45 27

9
Economics, Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融）

General Economics,Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融（全般）） 2.42 15

10
Engineering 
（工学）

Engineering （miscellaneous） 
（工学（その他））（※5） 2.40 206
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出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） 学際分野とは、「Nature」や「Science」のような総合学術雑誌に掲載された論文を示す。

（※3） FWCIが世界平均1.0を超えている小分野は、全334分野中142分野である。FWCIが高く論文数が少ない分野は、研究力の高い特定の教員が

存在する可能性がある。FWCIが高く論文数も多い分野は、研究力に厚みがあること（大学の強み）を示す。

（※4） ASJC27中分類、ASJC334小分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類と334の小分類。

翻訳協力 ： 大学改革支援 ・ 学位授与機構。（中分類の翻訳はエルゼビア社による。）

（※5） 工学（その他） ： 次の項目以外の分野

航空宇宙工学、自動車工学、生体医工学、土木 ・ 構造工学、計算力学、制御 ・ システム工学、電気電子工学、管理工学 ・ 生産工学、機械工学、

材料力学、海洋工学、安全 ・ リスク ・ 信頼性 ・ 品質管理、メディア工学、建設工学、建築学

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC27中分類別）（2019年～2023年）

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC334小分類別）（2019年～2023年）
【FWCIが高い上位10小分野（※3）】

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）

FWCI順位FWCI順位 ASJC27中分類（※4）ASJC27中分類（※4） ASJC334小分類（※4）ASJC334小分類（※4） FWCIFWCI 論文数論文数

1
Nursing 
（看護学）

Psychiatric Mental Health 
（精神医学的メンタルヘルス） 17.40 3

2
Immunology and Microbiology 
（免疫学 ・ 微生物学）

Parasitology 
（寄生虫学） 3.63 21

3
Medicine 
（医学）

General Medicine 
（医学（全般）） 3.57 399

4
Medicine 
（医学）

Anatomy 
（解剖学） 3.55 29

5
Health Professions 
（健康衛生学）

Optometry 
（視力測定） 3.36 1

6
Veterinary 
（獣医学）

Equine 
（馬獣医学） 2.91 3

6
Veterinary 
（獣医学）

Small Animals 
（小型動物） 2.91 3

8
Business, Management and Accounting 
（ビジネス、 経営学、 会計学）

Business and International Management 
（ビジネス ・ 国際経営） 2.45 27

9
Economics, Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融）

General Economics,Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融（全般）） 2.42 15

10
Engineering 
（工学）

Engineering （miscellaneous） 
（工学（その他））（※5） 2.40 206
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獣医学

（※1） ASJC27中分類

 Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

被引用数と一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

国内平均

九州大学

一論文当たりの被引用数被引用数

国内平均と比較して一論文当たりの
被引用数が多い上位5分野

一論文当たりの被引用数が国内平均を
超えている分野は27分野中21分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

一論文当たりの被引用数

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） 一 一論文当たりの被引用数 － 

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（※1） ASJC27中分類

 Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

被引用数と一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

国内平均

九州大学

一論文当たりの被引用数被引用数

国内平均と比較して一論文当たりの
被引用数が多い上位5分野

一論文当たりの被引用数が国内平均を
超えている分野は27分野中21分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

一論文当たりの被引用数

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） 一 一論文当たりの被引用数 － 

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2019年～2023年）

国内平均と比較して一論文当たりの
被引用数が多い上位5分野

一論文当たりの被引用数が国内平均を
超えている分野は27分野中20分野である

一論文当たりの被引用数

出典: Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在)

（※1） ASJC27中分類
Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、 自己引用：含む

国内平均
九州大学

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） 学際分野とは、「Nature」や「Science」のような総合学術雑誌に掲載された論文を示す。

（※3） FWCIが世界平均1.0を超えている小分野は、全334分野中142分野である。FWCIが高く論文数が少ない分野は、研究力の高い特定の教員が

存在する可能性がある。FWCIが高く論文数も多い分野は、研究力に厚みがあること（大学の強み）を示す。

（※4） ASJC27中分類、ASJC334小分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類と334の小分類。

翻訳協力 ： 大学改革支援 ・ 学位授与機構。（中分類の翻訳はエルゼビア社による。）

（※5） 工学（その他） ： 次の項目以外の分野

航空宇宙工学、自動車工学、生体医工学、土木 ・ 構造工学、計算力学、制御 ・ システム工学、電気電子工学、管理工学 ・ 生産工学、機械工学、

材料力学、海洋工学、安全 ・ リスク ・ 信頼性 ・ 品質管理、メディア工学、建設工学、建築学

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC27中分類別）（2019年～2023年）

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC334小分類別）（2019年～2023年）
【FWCIが高い上位10小分野（※3）】

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）

FWCI順位FWCI順位 ASJC27中分類（※4）ASJC27中分類（※4） ASJC334小分類（※4）ASJC334小分類（※4） FWCIFWCI 論文数論文数

1
Nursing 
（看護学）

Psychiatric Mental Health 
（精神医学的メンタルヘルス） 17.40 3

2
Immunology and Microbiology 
（免疫学 ・ 微生物学）

Parasitology 
（寄生虫学） 3.63 21

3
Medicine 
（医学）

General Medicine 
（医学（全般）） 3.57 399

4
Medicine 
（医学）

Anatomy 
（解剖学） 3.55 29

5
Health Professions 
（健康衛生学）

Optometry 
（視力測定） 3.36 1

6
Veterinary 
（獣医学）

Equine 
（馬獣医学） 2.91 3

6
Veterinary 
（獣医学）

Small Animals 
（小型動物） 2.91 3

8
Business, Management and Accounting 
（ビジネス、 経営学、 会計学）

Business and International Management 
（ビジネス ・ 国際経営） 2.45 27

9
Economics, Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融）

General Economics,Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融（全般）） 2.42 15

10
Engineering 
（工学）

Engineering （miscellaneous） 
（工学（その他））（※5） 2.40 206
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一
論

文
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た
り

の
被

引
用

数

FWCI

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact） ： 当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） 学際分野とは、「Nature」や「Science」のような総合学術雑誌に掲載された論文を示す。

（※3） FWCIが世界平均1.0を超えている小分野は、全334分野中142分野である。FWCIが高く論文数が少ない分野は、研究力の高い特定の教員が

存在する可能性がある。FWCIが高く論文数も多い分野は、研究力に厚みがあること（大学の強み）を示す。

（※4） ASJC27中分類、ASJC334小分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類と334の小分類。

翻訳協力 ： 大学改革支援 ・ 学位授与機構。（中分類の翻訳はエルゼビア社による。）

（※5） 工学（その他） ： 次の項目以外の分野

航空宇宙工学、自動車工学、生体医工学、土木 ・ 構造工学、計算力学、制御 ・ システム工学、電気電子工学、管理工学 ・ 生産工学、機械工学、

材料力学、海洋工学、安全 ・ リスク ・ 信頼性 ・ 品質管理、メディア工学、建設工学、建築学

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC27中分類別）（2019年～2023年）

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC334小分類別）（2019年～2023年）
【FWCIが高い上位10小分野（※3）】

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）

FWCI順位FWCI順位 ASJC27中分類（※4）ASJC27中分類（※4） ASJC334小分類（※4）ASJC334小分類（※4） FWCIFWCI 論文数論文数

1
Nursing 
（看護学）

Psychiatric Mental Health 
（精神医学的メンタルヘルス） 17.40 3

2
Immunology and Microbiology 
（免疫学 ・ 微生物学）

Parasitology 
（寄生虫学） 3.63 21

3
Medicine 
（医学）

General Medicine 
（医学（全般）） 3.57 399

4
Medicine 
（医学）

Anatomy 
（解剖学） 3.55 29

5
Health Professions 
（健康衛生学）

Optometry 
（視力測定） 3.36 1

6
Veterinary 
（獣医学）

Equine 
（馬獣医学） 2.91 3

6
Veterinary 
（獣医学）

Small Animals 
（小型動物） 2.91 3

8
Business, Management and Accounting 
（ビジネス、 経営学、 会計学）

Business and International Management 
（ビジネス ・ 国際経営） 2.45 27

9
Economics, Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融）

General Economics,Econometrics and Finance 
（経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融（全般）） 2.42 15

10
Engineering 
（工学）

Engineering （miscellaneous） 
（工学（その他））（※5） 2.40 206
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（※1） ASJC27中分類

 Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

被引用数と一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

国内平均

九州大学

一論文当たりの被引用数被引用数

国内平均と比較して一論文当たりの
被引用数が多い上位5分野

一論文当たりの被引用数が国内平均を
超えている分野は27分野中21分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

一論文当たりの被引用数

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） 一 一論文当たりの被引用数 － 

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（※1） ASJC27中分類

 Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、自己引用 ： 含む

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

被引用数と一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2018年～ 2022年）

国内平均

九州大学

一論文当たりの被引用数被引用数

国内平均と比較して一論文当たりの
被引用数が多い上位5分野

一論文当たりの被引用数が国内平均を
超えている分野は27分野中21分野である

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

一論文当たりの被引用数

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） 一 一論文当たりの被引用数 － 

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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一論文あたりの被引用数（縦軸）×FWCI（※1）（横軸）×論文数（バブルの大きさ）

（※1） FWCI（Field-weighted Citation Impact）：当該文献の被引用数を、同じ出版年・同じ分野・同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。 

FWCIが1以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2） 学際分野とは、「Nature」や「Science」のような総合学術雑誌に掲載された論文を示す。

（※3） FWCIが世界平均1.0を超えている小分野は、全318分野中157分野である。FWCIが高く論文数が少ない分野は、研究力の高い特定の教員が

存在する可能性がある。FWCIが高く論文数も多い分野は、研究力に厚みがあること（大学の強み）を示す。

（※4） ASJC27中分類、ASJC334小分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Science Journal Classification）に基づく27の中分類と334の小分類。

翻訳協力：大学改革支援・学位授与機構。（中分類の翻訳はエルゼビア社による。）

出典： Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在)

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、自己引用：含む

FWCI 順位 ASJC27中分類（※4） ASJC334小分類（※4） FWCI 論文数

1
Nursing
(看護学)

Psychiatric Mental Health
(精神医学的メンタルヘルス)

10.12 4

2
Arts and Humanities
(人文学)

Museology
（博物館学）

5.97 1

3
Health Professions
(健康衛生学)

Optometry
（視力測定）

3.95 1

4
Immunology and Microbiology
(免疫学、微生物学)

Parasitology
(寄生虫学)

3.84 18

5
Medicine
(医学)

Anatomy
(解剖学)

3.83 26

6
Medicine
(医学)

General Medicine
(医学（全般）)

3.57 500

7
Veterinary
(獣医学)

Equine
(馬獣医学)

3.20 3

7
Veterinary
(獣医学)

Small Animals
(小型動物)

3.20 3

9
Social Sciences
(社会科学)

Gender Studies
(ジェンダー学)

3.05 4

10
Economics, Econometrics and Finance
(経済学、計量経済学、金融)

General Economics,Econometrics and Finance
（経済学・計量経済学・金融（全般）)

3.03 14

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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九州大
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3,039 3,143 3,248 3,388 3,621 3,902 4,022 4,476 4,619 4,493
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494 471 492 585 601 581 656 801 934 819
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

28.5 28.5 30.9 32.0 33.4 35.6 36.1 36.6 35.5 33.2

32.8 32.7 33.6 34.7 35.2 35.7 36.1 35.9 35.3 35.9

32.0 31.5 32.9 36.7 36.7 37.2 37.3 37.8 34.7 32.7

33.5 34.6 36.3 36.9 38.6 39.8 40.1 40.9 39.6 39.5

33.1 35.4 34.6 36.1 36.4 39.2 39.3 40.7 42.0 41.0

22.1 22.6 22.7 24.9 24.6 23.1 25.7 27.4 27.5 25.6

32.7 34.9 34.8 35.2 36.7 40.7 40.0 42.1 41.4 41.3

30.6 30.6 31.1 32.7 32.9 35.9 34.7 34.1 32.1 33.2

30.5 31.2 33.0 34.6 35.8 36.7 36.7 37.6 36.1 36.0

26.4 28.2 29.6 31.3 32.1 32.1 32.1 33.3 32.4 30.3

26.9 28.3 31.5 33.6 34.7 35.7 36.4 37.3 35.4 35.7

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、分野補正 ： 無

◆RU11 （※1） での比較◆　（2014年～2023年）

国際共著論文数

国際共著論文比率

九大

九大

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

（％）

９－３． 国際共著論文（つづき）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

987 977 1,073 1,165 1,236 1,341 1,388 1,579 1,608 1,480

1,638 1,649 1,612 1,756 1,779 1,868 1,877 2,043 2,158 2,147

751 723 828 942 972 1,051 1,083 1,220 1,260 1,168

3,039 3,143 3,248 3,388 3,621 3,902 4,022 4,476 4,619 4,493

478 504 511 535 580 641 645 784 858 863

494 471 492 585 601 581 656 801 934 819

857 919 933 972 982 1,132 1,163 1,272 1,289 1,180

1,120 1,107 1,157 1,213 1,311 1,469 1,440 1,530 1,554 1,514

2,020 2,014 2,149 2,323 2,444 2,594 2,566 2,852 2,888 2,666

1,422 1,433 1,568 1,577 1,671 1,703 1,717 1,937 2,124 1,891

1,027 1,038 1,218 1,351 1,429 1,438 1,551 1,684 1,617 1,604

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

28.5 28.5 30.9 32.0 33.4 35.6 36.1 36.6 35.5 33.2

32.8 32.7 33.6 34.7 35.2 35.7 36.1 35.9 35.3 35.9

32.0 31.5 32.9 36.7 36.7 37.2 37.3 37.8 34.7 32.7

33.5 34.6 36.3 36.9 38.6 39.8 40.1 40.9 39.6 39.5

33.1 35.4 34.6 36.1 36.4 39.2 39.3 40.7 42.0 41.0

22.1 22.6 22.7 24.9 24.6 23.1 25.7 27.4 27.5 25.6

32.7 34.9 34.8 35.2 36.7 40.7 40.0 42.1 41.4 41.3

30.6 30.6 31.1 32.7 32.9 35.9 34.7 34.1 32.1 33.2

30.5 31.2 33.0 34.6 35.8 36.7 36.7 37.6 36.1 36.0

26.4 28.2 29.6 31.3 32.1 32.1 32.1 33.3 32.4 30.3

26.9 28.3 31.5 33.6 34.7 35.7 36.4 37.3 35.4 35.7

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、分野補正 ： 無

◆RU11 （※1） での比較◆　（2014年～2023年）

国際共著論文数

国際共著論文比率

九大

九大

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

（％）

９－３． 国際共著論文（つづき）
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◆九州大学◆

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、分野補正 ： 無

・ 研究院別国際共著論文数 ： 2023年4月1日時点在籍教員の国際共著論文を集計。（他機関在籍時の論文も含む）

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

直
近

5
年

の
論

文
数

合
計

論
文

数

・ 折れ線は、当該年を含む直近5年の国際共著論文数の合計。

国際共著論文数

中期目標・中期計画のKPI（9,000報）

指定国立大学法人構想のKPI（10,000報）

★指定国立大学法人構想の成果指標（KPI）です

直近5年の論文数合計

（報） （報）

順位 研究院 国際共著論文数（合計）（報） 国際共著論文比率（平均）（％）

1 工学研究院 1,202 33.5 

2 理学研究院 955 50.6 

3 医学研究院 763 16.9 

4 農学研究院 693 42.3 

5 総合理工学研究院 473 42.8 

6 システム情報科学研究院 375 39.6 

7 薬学研究院 154 26.2 

8 歯学研究院 150 24.0 

9 芸術工学研究院 83 27.5 

10 比較社会文化研究院 71 45.8 

11 人間環境学研究院 50 29.2 

12 数理学研究院 48 27.6 

13 経済学研究院 39 26.9 

14 言語文化研究院 7 21.9 

15 法学研究院 6 75.0 

16 人文科学研究院 3 10.0 

９－３． 国際共著論文

◆研究院別◆ （2019年～2023年）
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・折れ線は、当該年を含む直近5年の国際共著論文数の合計。
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国際共著論文数 直近5年の論文数合計

（件） （件）

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）

・研究院別国際共著論文数：2024年4月1日時点在籍教員の国際共著論文を集計。（他機関在籍時の論文も含む）

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、分野補正：無

・折れ線は、当該年を含む直近5年の国際共著論文数の合計。
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国際共著論文数 直近5年の論文数合計
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出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）

・研究院別国際共著論文数：2024年4月1日時点在籍教員の国際共著論文を集計。（他機関在籍時の論文も含む）

論文指標の抽出条件

文献タイプ：Articles and reviews、分野補正：無

順位 研究院 国際共著論文数（合計）（件） 国際共著論文比率（平均）（％）

1 工学研究院 1,101 32.0 

2 理学研究院 1,051 52.5 

3 医学研究院 779 17.3 

4 農学研究院 652 42.1 

5 総合理工学研究院 532 41.2 

6 システム情報科学研究院 416 38.1 

7 薬学研究院 176 28.6 

8 歯学研究院 146 25.2 

9 芸術工学研究院 77 26.3 

10 比較社会文化研究院 64 41.3 

11 数理学研究院 61 28.8 

12 人間環境学研究院 47 29.9 

13 経済学研究院 30 23.3 

14 法学研究院 9 69.2 

15 人文科学研究院 3 10.0 

16 言語文化研究院 0 0.0 

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

987 977 1,073 1,165 1,236 1,341 1,388 1,579 1,608 1,480

1,638 1,649 1,612 1,756 1,779 1,868 1,877 2,043 2,158 2,147

751 723 828 942 972 1,051 1,083 1,220 1,260 1,168

3,039 3,143 3,248 3,388 3,621 3,902 4,022 4,476 4,619 4,493

478 504 511 535 580 641 645 784 858 863

494 471 492 585 601 581 656 801 934 819

857 919 933 972 982 1,132 1,163 1,272 1,289 1,180

1,120 1,107 1,157 1,213 1,311 1,469 1,440 1,530 1,554 1,514

2,020 2,014 2,149 2,323 2,444 2,594 2,566 2,852 2,888 2,666

1,422 1,433 1,568 1,577 1,671 1,703 1,717 1,937 2,124 1,891

1,027 1,038 1,218 1,351 1,429 1,438 1,551 1,684 1,617 1,604

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

28.5 28.5 30.9 32.0 33.4 35.6 36.1 36.6 35.5 33.2

32.8 32.7 33.6 34.7 35.2 35.7 36.1 35.9 35.3 35.9

32.0 31.5 32.9 36.7 36.7 37.2 37.3 37.8 34.7 32.7

33.5 34.6 36.3 36.9 38.6 39.8 40.1 40.9 39.6 39.5

33.1 35.4 34.6 36.1 36.4 39.2 39.3 40.7 42.0 41.0

22.1 22.6 22.7 24.9 24.6 23.1 25.7 27.4 27.5 25.6

32.7 34.9 34.8 35.2 36.7 40.7 40.0 42.1 41.4 41.3

30.6 30.6 31.1 32.7 32.9 35.9 34.7 34.1 32.1 33.2

30.5 31.2 33.0 34.6 35.8 36.7 36.7 37.6 36.1 36.0

26.4 28.2 29.6 31.3 32.1 32.1 32.1 33.3 32.4 30.3

26.9 28.3 31.5 33.6 34.7 35.7 36.4 37.3 35.4 35.7

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、分野補正 ： 無

◆RU11 （※1） での比較◆　（2014年～2023年）

国際共著論文数

国際共著論文比率

九大

九大

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

（％）

９－３． 国際共著論文（つづき）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
北海道大

東北大

筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大

名古屋大

京都大

大阪大

九州大

987 977 1,073 1,165 1,236 1,341 1,388 1,579 1,608 1,480

1,638 1,649 1,612 1,756 1,779 1,868 1,877 2,043 2,158 2,147

751 723 828 942 972 1,051 1,083 1,220 1,260 1,168

3,039 3,143 3,248 3,388 3,621 3,902 4,022 4,476 4,619 4,493

478 504 511 535 580 641 645 784 858 863

494 471 492 585 601 581 656 801 934 819

857 919 933 972 982 1,132 1,163 1,272 1,289 1,180

1,120 1,107 1,157 1,213 1,311 1,469 1,440 1,530 1,554 1,514

2,020 2,014 2,149 2,323 2,444 2,594 2,566 2,852 2,888 2,666

1,422 1,433 1,568 1,577 1,671 1,703 1,717 1,937 2,124 1,891

1,027 1,038 1,218 1,351 1,429 1,438 1,551 1,684 1,617 1,604
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33.5 34.6 36.3 36.9 38.6 39.8 40.1 40.9 39.6 39.5

33.1 35.4 34.6 36.1 36.4 39.2 39.3 40.7 42.0 41.0

22.1 22.6 22.7 24.9 24.6 23.1 25.7 27.4 27.5 25.6

32.7 34.9 34.8 35.2 36.7 40.7 40.0 42.1 41.4 41.3

30.6 30.6 31.1 32.7 32.9 35.9 34.7 34.1 32.1 33.2

30.5 31.2 33.0 34.6 35.8 36.7 36.7 37.6 36.1 36.0

26.4 28.2 29.6 31.3 32.1 32.1 32.1 33.3 32.4 30.3

26.9 28.3 31.5 33.6 34.7 35.7 36.4 37.3 35.4 35.7
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（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、分野補正 ： 無

◆RU11 （※1） での比較◆　（2014年～2023年）

国際共著論文数

国際共著論文比率

九大

九大

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

（報）

（％）

９－３． 国際共著論文（つづき）
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◆九州大学◆

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： Articles and reviews、分野補正 ： 無

・ 研究院別国際共著論文数 ： 2023年4月1日時点在籍教員の国際共著論文を集計。（他機関在籍時の論文も含む）

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）
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・ 折れ線は、当該年を含む直近5年の国際共著論文数の合計。

国際共著論文数

中期目標・中期計画のKPI（9,000報）

指定国立大学法人構想のKPI（10,000報）

★指定国立大学法人構想の成果指標（KPI）です

直近5年の論文数合計

（報） （報）

順位 研究院 国際共著論文数（合計）（報） 国際共著論文比率（平均）（％）

1 工学研究院 1,202 33.5 

2 理学研究院 955 50.6 

3 医学研究院 763 16.9 

4 農学研究院 693 42.3 

5 総合理工学研究院 473 42.8 

6 システム情報科学研究院 375 39.6 

7 薬学研究院 154 26.2 

8 歯学研究院 150 24.0 

9 芸術工学研究院 83 27.5 

10 比較社会文化研究院 71 45.8 

11 人間環境学研究院 50 29.2 

12 数理学研究院 48 27.6 

13 経済学研究院 39 26.9 

14 言語文化研究院 7 21.9 

15 法学研究院 6 75.0 

16 人文科学研究院 3 10.0 

９－３． 国際共著論文

◆研究院別◆ （2019年～2023年）
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

北海道大 977 1,072 1,163 1,237 1,342 1,388 1,590 1,616 1,490 1,465

東北大 1,649 1,612 1,757 1,778 1,868 1,878 2,044 2,164 2,148 2,100

筑波大 723 825 942 972 1,049 1,085 1,219 1,262 1,167 1,276

東京大 3,146 3,251 3,392 3,622 3,904 4,021 4,500 4,628 4,511 4,417

早稲田大 505 512 535 580 640 646 785 859 848 888

慶應義塾大 471 492 586 601 581 657 811 940 820 793

東京工業大 920 932 973 982 1,132 1,169 1,285 1,301 1,179 1,172

名古屋大 1,106 1,155 1,213 1,311 1,469 1,437 1,536 1,566 1,508 1,601

京都大 2,014 2,149 2,326 2,445 2,594 2,572 2,854 2,903 2,670 2,608

大阪大 1,431 1,570 1,578 1,672 1,704 1,718 1,946 2,122 1,901 2,016 

九州大 1,039 1,218 1,352 1,429 1,437 1,553 1,690 1,622 1,599 1,625 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
(件）

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

北海道大 28.5 30.9 32.0 33.4 35.6 36.1 36.7 35.5 33.3 34.8

東北大 32.7 33.5 34.7 35.2 35.7 36.0 35.8 35.2 35.8 37.3

筑波大 31.5 32.8 36.7 36.8 37.1 37.3 37.7 34.6 32.8 36.7

東京大 34.7 36.3 36.9 38.6 39.7 40.0 41.0 39.5 39.6 41.2

早稲田大 35.5 34.6 36.1 36.4 39.1 39.2 40.7 41.9 40.8 44.1

慶應義塾大 22.6 22.7 24.9 24.6 23.1 25.7 27.6 27.5 25.7 26.5

東京工業大 34.9 34.8 35.2 36.7 40.7 40.1 42.3 41.5 41.2 42.0

名古屋大学 30.6 31.1 32.7 32.9 35.9 34.7 34.2 32.2 33.2 35.3

京都大 31.2 33.0 34.6 35.8 36.7 36.7 37.6 36.1 35.9 36.3

大阪大 28.1 29.6 31.3 32.1 32.1 32.1 33.4 32.3 30.4 33.3 

九州大 28.3 31.5 33.6 34.6 35.7 36.4 37.3 35.4 35.6 38.1 

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0
(％)

国際共著論文数

国際共著論文比率

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

九大

論文指標の抽出条件

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）

文献タイプ：Articles and reviews、分野補正：無

九大

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

北海道大 977 1,072 1,163 1,237 1,342 1,388 1,590 1,616 1,490 1,465

東北大 1,649 1,612 1,757 1,778 1,868 1,878 2,044 2,164 2,148 2,100

筑波大 723 825 942 972 1,049 1,085 1,219 1,262 1,167 1,276

東京大 3,146 3,251 3,392 3,622 3,904 4,021 4,500 4,628 4,511 4,417

早稲田大 505 512 535 580 640 646 785 859 848 888

慶應義塾大 471 492 586 601 581 657 811 940 820 793

東京工業大 920 932 973 982 1,132 1,169 1,285 1,301 1,179 1,172

名古屋大 1,106 1,155 1,213 1,311 1,469 1,437 1,536 1,566 1,508 1,601

京都大 2,014 2,149 2,326 2,445 2,594 2,572 2,854 2,903 2,670 2,608

大阪大 1,431 1,570 1,578 1,672 1,704 1,718 1,946 2,122 1,901 2,016 

九州大 1,039 1,218 1,352 1,429 1,437 1,553 1,690 1,622 1,599 1,625 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
(件）

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

北海道大 28.5 30.9 32.0 33.4 35.6 36.1 36.7 35.5 33.3 34.8

東北大 32.7 33.5 34.7 35.2 35.7 36.0 35.8 35.2 35.8 37.3

筑波大 31.5 32.8 36.7 36.8 37.1 37.3 37.7 34.6 32.8 36.7

東京大 34.7 36.3 36.9 38.6 39.7 40.0 41.0 39.5 39.6 41.2

早稲田大 35.5 34.6 36.1 36.4 39.1 39.2 40.7 41.9 40.8 44.1

慶應義塾大 22.6 22.7 24.9 24.6 23.1 25.7 27.6 27.5 25.7 26.5

東京工業大 34.9 34.8 35.2 36.7 40.7 40.1 42.3 41.5 41.2 42.0

名古屋大学 30.6 31.1 32.7 32.9 35.9 34.7 34.2 32.2 33.2 35.3

京都大 31.2 33.0 34.6 35.8 36.7 36.7 37.6 36.1 35.9 36.3

大阪大 28.1 29.6 31.3 32.1 32.1 32.1 33.4 32.3 30.4 33.3 

九州大 28.3 31.5 33.6 34.6 35.7 36.4 37.3 35.4 35.6 38.1 

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0
(％)

国際共著論文数

国際共著論文比率

（※1） RU11（学術研究懇談会）

国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアム。

九大

論文指標の抽出条件

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）

文献タイプ：Articles and reviews、分野補正：無

九大

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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北アメリカ　
830機関、2,912報の国際共著論文

南アメリカ
177機関、634報の国際共著論文

アフリカ
192機関、1,098報の国際共著論文

中東
270機関、906報の国際共著論文

ヨーロッパ
1,837機関、3,100報の国際共著論文

アジア・パシフィック
1,324機関、6,595報の国際共著論文

世界4,630機関、9,295報の国際共著論文

北アメリカ

ヨーロッパ

中東

南アメリカ

アフリカ

アジア・パシフィック

・ 各地図上の数字は、機関数を表すものである。

論文指標の抽出条件

　 文献タイプ ： All

出典: Elsevier社製 「SciVal」（2023年9月現在）

国際共著論文数： Low High

■世界各機関との国際共著状況（2019年～2023年）

９－３． 国際共著論文（つづき）
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アジア・パシフィック
1,402機関、6,925件の国際共著論文

ヨーロッパ
1,904機関、3,200件の国際共著論文

北アメリカ
878機関、3,010件の国際共著論文

南アメリカ
199機関、662件の国際共著論文

中東
290機関、997件の国際共著論文

アフリカ
220機関、1,205件の国際共著論文

・各地図上の数字は、機関数を表すものである。
論文指標の抽出条件
文献タイプ：All

世界4,893機関、9,607件の国際共著論文

出典： Elsevier社製「SciVal」(2024年9月現在)

北アメリカ

ヨーロッパ

中東

南アメリカ

アフリカ
アジア・パシフィック

国際共著論文数：

出典： Elsevier社製「SciVal」（2024年9月現在）
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